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開会に先立ちまし
て『ハンマー伝達
式』を執り行いま
す。髙橋会長、後
藤直前会長、舟木
ＳＡＡは、ご登壇
ください。

ハンマーの伝達は、後藤直前会長より舟木ＳＡＡへ、
舟木ＳＡＡより髙橋会長へお渡しいただきます。事務
局の大山さん、後藤直前会長にハンマーをお渡しくだ
さい。それでは、ハンマーの伝達をお願いいたします。
ただいま、髙橋会長がハンマーをしっかりと受け取り
ました。髙橋会長、温かい激励の拍手を再度お受けく
ださい。ありがとうございました。後藤直前会長、舟
木ＳＡＡは、ご降壇ください。
それでは、歴代会長の思いが詰まった歴史と伝統のあ
るハンマーを引き継ぎました髙橋会長より一言、ご挨
拶をお願いいたします。

ご挨拶　髙橋　直人会長
　歴代会長の思い
が詰まったハン
マーをただ今いた
だきました。身の
引き締まる思いで
あります。会員の
皆さまのお力添え

をいただき一年間、頑張ってまいります。何卒よろし

くお願いいたします。

　　　　　　　　　　髙橋　直人会長
お食事中の方は続け
て食事してくださ
い。第１回目の例会
のご挨拶をさせてい
ただきます。
今日は、親クラブで
ある札幌ロータリー

クラブから転勤で釧路にお越しになられた篠原新入会
員をご紹介して大変縁起のいい日でございます。これ
からの一年、誠心誠意、88代会長の名に恥じないよ
うに進めてまいりますので、会員の皆さまのお力添え
をいただきますようによろしくお願い申し上げます。
今年度は今までとは変わり今週の金曜日から、白糠
ロータリークラブ様から会長・幹事表敬訪問が始まり
ます。今年から釧路西ロータリークラブ様が受け入れ
なしの対応で少し寂しい気がしますが、表敬訪問は歴
史と伝統のある釧路ロータリークラブの名を汚さぬよ
うに努めてまいります。
来週の例会で佐々木ガバナー補佐と各クラブの会長・
幹事の皆さまが当クラブに表敬訪問でいらっしゃいま
す。会員の方々もこの機会を逃すと各クラブの会長・
幹事にお会いすることはなかなかできないと思います
ので、来週の例会にはぜひ出席していただきますよう
にお願い申し上げます。
さて、７月４日は「アメリカの独立記念日」です。他

に果物の「ナシの日」です。前年にはいろいろとミス
を重ねてまいりましたが、今日をもって生まれ変わり、
前年度までのミスを「なし」にはできませんが、副会
長と幹事の力をお借りしてロータリー活動に邁進して
まいります。
本日のプログラムは『三役・四大委員長挨拶』ですの
で、このあとご挨拶しますので、本日の会長挨拶はこ
れでおしまいにいたします。
今日も一日、楽しい例会にしましょう。よろしくお願
いいたします。

幹事報告　東堂　光春幹事
　皆さま、幹事の東堂と申します。一年間、お世話に
なりますがよろしくお願いいたします。
　７月のロータリーレートは 161 円となり、先月よ
りも４円上がっております。その上に会費納入のお願
いです。先ほど事務局の大山様より渡していただいて
おりますが、地区やＲＩへの諸費の納入もありますの
でお早目の振込を、または次回の例会時にご持参いた
だきますようによろしくお願いいたします。
　活動計画書と会員名簿ができましたのでパーソナル
ボックスに入っておりますのでお持ちいただければと
思います。

新入会員紹介
スポンサー　桑嶌　洋平　君

 こんにちは。篠原
信雄さんをご紹介し
ます。篠原さんは、
今年４月から釧路労
災病院の院
長を務めていらっ
しゃいます。前職は

北大病院の泌尿器科の教授でいらっしゃいます。札幌
では札幌ロータリークラブに所属されておりました。
　釧路ロータリークラブではお医者さんの方が多く会
員になっていますが、久島先生の後輩にあたるそうで
す。篠原さんの出身地は、大学は北大ですが徳島県の
阿南市です。四国では最東端の場所で、日亜化学の本
社がある街です。その後は、横浜に出られて北大の医
学部にご入学されました。
　道内では苫小牧市立病院、市立稚内病院など地域医
療の現場を支えられて、その後アメリカのミシガン大
学に留学されました。そして北大に戻られて助手を経
て、教授をなされて北海道全体の医療を支えてこられ
ました。北大時代の同級生で元小児科医の奥様と現在、
釧路市内にお住まいになっております。
　院長という大変な重責でお忙しい毎日でして、お会
いした先日お話をしたのですが、スーパー銭湯巡りが
お好きだということで、どこかでお会いできることも

あるかなと。日中にお会いするのは難しいでしょうが
銭湯にいけば裸のお付き合いができるかもしれませ
ん。
　篠原さんには北海道の医療現場を長く見て来られた
ご経験と視点を釧路ロータリークラブの方にご披露い
ただき、会員との交流が一層進んでいただければと
思っております。様々なお話をこれからお伺いできる
ことを一会員として楽しみにしております。
皆さま、どうぞよろしくお願いいたします。

親友会員挨拶　篠原　信雄様
皆さん、こんにちは。
篠原信雄と申しま
す。現在、釧路労災
病院の院長として仕
事をしております。
歴史と伝統と格式の
ある釧路ロータリー
クラブに入会を認めていただきまして誠にありがとう
ございました。
　これもひとえに、川島様と久島先生の推薦があった
から、私が皆さんのメンバーの１人に入れましたので
お二人には感謝もありますし、これから皆さんと広く
付き合って行ければいいかなと考えております。
　なぜ医師がクラブをやろうと思ったかですけれど
も、「忙しいから何となくロータリークラブに入るの
はどうなのかな」という人がいますが、僕は全然そう
は考えていません。この１時間という時間があります
が、ここでいろいろな業種の人と知り合いになれるの
です。医師は本当に世界が狭いのでこれが一番の問題
です。皆さんの心というのは分からないし、会社経営
の大変さ、あるいは日常での日々の苦労を私は知らな
いのです。それで医療者としてこのロータリークラブ
の中に入って、一員として活躍する必要があるのでは
ないかと、札幌ロータリークラブの時の先輩から学び
ました。
　これから、何年になるか分かりませんけれど、僕は
この釧路の街はホントに大好きです。霧があっても全
然問題ないです。晴れた日の青空の美しさは多分、日
本で一番きれいだと思っていますので、これから皆さ
んと末永く付き合って行ければいいなと思いますの
で、よろしくお願いします。一言、ご挨拶させていた
だきます。よろしくお願いします。

新入会員へ歓迎挨拶　　髙橋　直人会長
　新入会員の篠原さん、入会おめでとうございます。
篠原さんは、当クラブの親クラブである札幌ロータ
リークラブから転勤により当クラブに本日、入会され
ました。私よりはるかな先輩であり、歓迎の挨拶をす
るのは大変恐縮でありますが、慣例により一言ご挨拶

申し上げます。
　当クラブは、仲が良く、先輩後輩の壁もなく、気安
く話ができる素晴らしいクラブです。委員会活動も活
発ですので、委員会にはぜひ参加していただき、たく
さんの方と交流していただくようにお願い申し上げま
す。
　ご存知かと思いますが、ロータリークラブは出席が
義務と言われておりますが、出席は義務ではなくて権
利だと思い、これからの時間、ロータリーに出席して
下さいますようにお願い申し上げます。
　篠原会員の委員会は親睦活動委員会に配属とします
ので、石井委員長、よろしくお願いいたします。
　以上、歓迎の挨拶とします。ありがとうございまし
た。

乾杯のご挨拶　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんにちは。せっかくの晴れの日にこのよ
うな格好です。これは、家でドアを開けて出る時にド
アを開けると同時に出てしまったので、思いっ切りぶ
つけてしまいましたので、このようになりましたので
お許しください。
　早いもので、後藤年度が終わりましたが去年は本当
に活躍してもらいまして、クラブも新しく成長できた
と思います。今回、髙橋年度が始まります。三役、役
員の皆さまにはクラブのために頑張っていただいてい
ると思います。そのプレッシャーを受けるのは大変だ
と思いますけど、お忙しい中をいろいろやっていただ
いています。また、私たち会員もみんなでクラブに協
力をして一致団結して行ければと思います。
　それでは、髙橋丸が無事に出港できますように乾杯
をしたいと思います。
　（乾杯）
　ありがとうございました。

髙橋　直人会長
　私、思い起こせば、
昨年５月のＩＭ開催
の３日前に、ある先
輩から電話をいただ
き、「クリーニング
があるから来てくれ
ないか」と呼ばれま
した。その時点では、こんなことになるとは思ってお
りませんでしたが、そこで、今の状況を話された後に
「お前が助けてやらないとダメだ。助けてやれ」と言
われました。
　心底、全く自信がなかったのでやりきるには、「家

に帰って家族に聞いてから返事します」とお答えして
家に帰りました。妻に相談したところ、「素晴らしい
推薦があるのだから受けなさい。家族みんなで協力す
るから安心して頑張れ」という言葉で勇気をもらい、
受けることにしました。
　異例ではありましたが、滝越会長の最終例会、臨時
総会で指名され、会長ノミニーが 1日で歴史と伝統
のある釧路ロータリークラブ 88代会長に任命されま
した。
その日から、なんの自覚もない「会長エレクト」と呼
ばれ、特に佐藤幹事からはよく電話があり、「エレクト」
「エレクト」と連呼され自覚が生まれてきました。そ
して、人事に難航しましたが吉田副会長の助けを得て、
東堂幹事にも承諾していただき三役も無事決まり、次
年度のスタートが切れました。
昨年 10月に紋別で地区補助金セミナーが開催されま
した。このセミナーに参加しないと補助金を受けるこ
とができないので、吉田副会長と参加しましたが、ガ
バナー事務所の手違いで参加者リストに名前がなく繰
り返して説明し、やっとの思いで、名札表記もない状
態でセミナーに出ました。そこでグローバル補助金の
セミナーをしていた荒井会長エレクトの素晴らしさに
は感銘いたしました。
年が明けて次年度理事会が始まり、緊張感が段々高ま
り、その中でやらなければならないことが続いて、あっ
という間にクラブアッセンブリーを迎えることになり
ました。その間、東堂幹事には慣れないことばかりで
大変お世話になりました。アッセンブリーでは会員の
方々に貴重な質問、指導をいただきました。ありがた
く受け止めてこれからのクラブ運営に役立ててまいり
ます。
今年度から始まった『３年計画の具体的目標』では、
パストガバナー、パスト会長から貴重なご意見をいた
だき、カバーしていただきました。この場をお借りし
てお礼申し上げます。ありがとうございました。
最後になりますが、釧路ロータリークラブの名を汚さ
ぬよう、会員の方々のお力添えを得てクラブ運営に邁
進してまいりますので、一年間やり遂げて行きますの
で、何卒よろしくお願い申し上げます。以上をもって
ご挨拶に代えます。

クラブ運営委員会　濱口　憲太委員長
　皆さま、こんにち
は。クラブ運営委員
会委員長を仰せつか
りました濱口と申し
ます。改めましてよ
ろしくお願い申し上
げます。

　私は入会４年目ですけれども、１年目が親睦委員会

で、２年目が副幹事、そして去年は親睦委員会で、座
席は全て指定席でスタートしていたので今日はどこに
座ったらいいのだろうと、かなり座りが悪い形であり
ました。当たり前のように少し早く来ていて、石井委
員長が青いタスキをかけているのを見て、私もかけて
しまいそうになり寂しさを感じた次第です。
　大変な理事という役職をいただきまして身の引き締
まる思いでおります。この役職をいただいた髙橋会長
にお礼申し上げ、期待に応えられるかどうか分かりま
せんけど、私なりに一生懸命に頑張りたいと思います。 
　この理事の話をいただいたエピソードを簡単に話し
ます。私は頸椎症になり、ちょうど１年前に手術を行
いました。その手術をする前、手術をしていいのだろ
うかと悩んでいた時に、電話が鳴りました。見たら髙
橋会長からでした。電話に出ましたら「大丈夫か、手
術で悩んでいると思うけど、俺、いい薬とかあるから
相談に乗るからな」と複数回電話をただきまして、勇
気をいただきました。その後、手術が終わってから例
会前に呼ばれて「大委員長をやってくれないか」と言っ
ていただきました。ホントに嬉しかったですし、その
思いに応えて一年間しっかりやって行きたいと思いま
す。
　理事なのですが、私、２年目に副幹事をやらせてい
ただきました時には、クラブ運営委員長をやった佐藤
貴之君が大委員長として親睦であったり、プログラム
であったり、出席であったり、ものすごく積極的にい
ろいろな意見を受け付けるのを見て、すごいなと思い
ました。同時に、自分の委員会に関わらないクラブの
ことに対しても、しっかり建設的な意見を出している
姿を見て、理事というのはこういう姿でなければだめ
だと思いました。私は入会４年目で本当にできるかな
と考えています。自分のところをしっかりやるのはも
ちろんですが、これからもっとロータリークラブのこ
とを勉強して、理事としての責任をしっかり果たして
まいりたいと思っております。
そして、委員会は３つあります。まずは親睦委員会、
石井委員長、田坂副委員長、小野寺副委員長に担って
いただきます。石井委員長は素晴らしい独特の盛り上
げ方で横田委員長にしっかり育てられています。田坂
副委員長には昨年一年間、準備段階から親睦に 100
パーセント出席いただいて、とても力になっていただ
けると思います。小野寺副委員長には、私も見させて
いただいておりますけど、今年の親睦委員会が起爆剤
になっていただけるのだろうと思って期待しておりま
す。親睦委員会が楽しくなければクラブを楽しくでき
ないと考えておりますので、ぜひ私も一緒になって盛
り上げていきますのでよろしくお願いいたします。
プログラム委員会です。瀧波委員長、よろしくお願い
いたします。そして脇副委員長、吉岡副委員長です。
瀧波委員長はご存じのとおり、皆さんがワクワクする

発想で、もちろん歴史と伝統を踏まえた釧路ロータ
リークラブのプログラムにしっかり抑えていきながら
も瀧波委員長のワクワクする例会プログラムを作りな
がら、新たな時代に向けた学びの多いプログラムにし
てまいりたいと思っております。
出席委員会です。沢田委員長、藤井副委員長、よろし
くお願いいたします。出席は私たちの委員会が楽しく
なければ出席率は上がってきません。
この３委員会が一丸となって頑張って行きますので、
一年間よろしくお願いします。
長くなりましたけど、東堂幹事には「８分、話しなさ
い」と言われていましたが、この辺で終わらせていた
だきます。市橋副委員長と共に一生懸命に頑張ります。
皆さん、よろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　曽我部元親委員長
　皆さん、こんにち
は。この度、クラブ
広報・会員組織委員
委員長を仰せつかり
ました曽我部と申し
ます。入会４年目と
なります。いま、濱

口君が大委員長になった経緯を話しましたので、僕も
そこに触れたいと思います。
　入会して４年目になりますが、髙橋さんが次年度会
長になるとなった時にホッとしたのは、髙橋さんとは
何ひとつ接点がないと思っていたのです。まさか僕に
理事のお願いはないだろうと安心していたのですが、
ある接点ができたのです。その話をさせていただきま
す。
　阿寒町では、30代 40代の若手が主催するゴルフ
コンペが年に１回開催されています。僕とか小野寺君
は 50代で先輩格として参加しているのですが、昨年
そのコンペがあった時に、僕の組に「釧路からのゲス
トが入ります。若手なのですけれど面倒を見てほしい」
と言われてゴルフをしました。名前は髙橋君です。仕
事を聞くと「仕事はクリーニング屋です」と。「お父
さんはロータリーですか」と聞くと「そうです」と。
髙橋さんの息子さんだとなって、息子さんは明るい青
年だったので和気あいあいとゴルフを終えました。小
野寺君に「僕の組にいた髙橋君は髙橋さんの息子さん
だったよ」と話したら、小野寺君が「もしかしたら次
年度の話が来るかも」と言うので「まさかよ～」と笑っ
ていたのです。すると翌日、髙橋さんから電話が来ま
した。「昨日はお世話になったな」と。「いいえ、こち
らこそ。素晴らしい息子さんですね」と言っていたら、
「ところで、大委員長を受けてくれないか」と、たっ
たそれだけのきっかけでお話をいただきました。一度
はお断りをしたのですが、「なんとか頼む」と言うこ

とでしたから「私で良ければ」と承諾した次第です。
　僕は杉村年度で入ったのですが、滝越、後藤年度で
は職業奉仕、青少年奉仕と委員長を仰せつかっていま
したから、この委員会は全くの未知の世界なのです。
副委員長には中島さんをお願いしましたので、中島さ
んと相談しながら盛り上げていきたいと思っておりま
す。
　クラブ研修委員会には杉村委員長、会員増強･選考･
職業分類委員会には得地委員長をお願いしておりま
す。ベテランで実力のある方なので私の力は必要ない
かなと思っておりますが、よろしくお願いいたします。
クラブ会報・雑誌委員会は堀さんに委員長をお願いし
ました。堀さんは昨年の秋に入会されておりますので、
まだ１年未満ということもありますので副委員長は関
向さんと米本さんと、実力のある方に副委員長を務め
ていただきます。ただ先日、堀さんからの電話で「田
村さんと多田さんは、うちの委員会だよね。相次いで
転勤で退会となりました。いくら優秀な人材がそろっ
ていても、人数が少ないと大変になると考えられる」
と。もちろん私と中島副委員長で頑張りますけど、そ
れで足りなければ会員の皆さんにお願いする場合もあ
るかと思います。どうかよろしくお願いいたします。
　未熟な大委員長ですが、皆さまのお力を借りて一年
間しっかり頑張りたいと思いますので、ご支援の程よ
ろしくお願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　八幡　好洋委員長
　奉仕プロジェクト
委員会を担当させて
いただきます八幡と
申します。よろしく
お願いいたします。
　私も会員歴が浅
く、この奉仕プロ
ジェクト委員会の話をいただいたときに、僕などに担
いをやり切れるのか不安があったのですが、お声掛け
は光栄なことと感じてお受けさせていただきました。
僕は入会歴が浅いながらロータリークラブは奉仕団体
と聞いていますので、その中の担当する奉仕プレジェ
クト委員会というのは責任重大だと僕なりに感じてい
ます。委員長をお受けした後に、次年度理事会の中で
私が、経歴が浅く年も若いものですから、三役の皆さ
んにぜひ配慮していただきたくお願いしたところ、強
力なメンバーを配置していただけましたので感謝して
おります。
　その中で、ひとつだけお願いしたのは副委員長に佐
藤さんの配置です。昨年度の幹事を終えたばかりで、
年度が終わってもまだ幹事の仕事が続くと聞いてはい
たのですが、詳しい佐藤さんに引き受けていただいた
のは心強く思っていますのでよろしくお願いいたしま

す。
　社会奉仕委員会は、委員長に中村君、副委員長は西
池君。職業奉仕委員会は委員長に田中君、副委員長は
及川君。国際奉仕委員会は委員長に村上君、副委員長
は工藤君。青少年奉仕委員会は委員長に横田君、副委
員長に岩田君と邵君。という経験豊富な強力なメン
バーで配置をいただいておりますので、僕自身は経験
不足で足りないところを委員会の皆さんで支えていた
だきながら、委員会全体で協力して進めて行きたいと
考えております。
　今年の会長方針に「奉仕活動に参加をしてロータ
リーを楽しもう」がありますので、奉仕プロジェクト
委員会が奉仕活動を担当するということではなくて、
ロータリークラブは奉仕団体ですので、ロータリーク
ラブの皆さん全員で様々な奉仕活動に参加ができるよ
うに、参加がしやすいような活動ができるように考え
ておりますので、皆さまのご協力をいただいて奉仕活
動を進めて行きたいと考えております。
　委員会の最初に担当する事業としては、野球大会が
あります。横田委員長には予定者段階から進めていた
だいておりまして、ほぼ内容が確定しますので改めて
皆さまにご案内をさせていただきますので、皆さまに
ご協力いただき進めてまいります。
　繰り返しになりますが、分からないままですが、ひ
とつひとつを着実に進めて行けたらと考えております
ので、足りないところ、もれていることがありました
らご指摘をいただきながら活動を進めたいと思います
ので、一年間お世話になると思いますのでよろしくお
願いいたします。

ロータリー財団・奨学推進委員会
　　　　　　　　　　　　　　西村　智久　委員長

　ロータリー財団・
奨学推進委員会の西
村です。久しぶりの
理事でして緊張はし
ておりません。
　残り５分、副会長
まで回したいので手

短に紹介して終わろうと思います。
　ロータリー財団寄付推進委員会には松井委員長、米
山記念奨学会委員会には濱谷委員長、嵯峨記念育英会
委員会には吉田委員長と、それぞれ大ベテランを揃え
ております。皆さまにはなじみのない３委員会ですが、
それぞれの委員会活動で今までとはひと工夫して、少
しのアイデアを入れて、マジックではないですけれど
も楽しい委員会にできればと考えておりますので、一
年間よろしくお願いいたします。

東堂　光春　幹事
　こんにちは。幹事
を受けて本格的にや
りだしたのが１月に
なって、そこから佐
藤前幹事とは長文の
ラインのやり取りを
毎日のようにさせて

いただきました。何も分からないことから始めて、な
んとか後藤直前会長、樋口前副会長にもいろいろなこ
とをお聞きしてゼロから始めて、ようやくスタートを
迎えたのですが、スタートを迎えた感じもなくこのま
ま行くのかなという気もしながら、プレッシャーと闘
いながら一年間やって行きますので、皆さま、なんと
か可愛がっていただきたいと思いますのでよろしくお
願いいたします。以上です。

藤原　工　副幹事　
　今年度、副幹事を
務めます藤原です。
よろしくお願いいた
します。
　同じく副幹事の川
島さんが今日は出張
で欠席になりました
ので、私から一言ご挨拶させていただきます。
　私が副幹事を受けることになりましたのは、昨年の
９月か 10月に一度も話したことのない副会長と幹事
が例会の時にニコニコと近づいて来られて「飲みに行
かないか」と。何かなと思ったら「副幹事をやらない
か」と。中標津ロータリーの時に青山会長から「幹事
を」と言われた時には「答えは、イエスかハイのどち

らかだ」と言われましたので、今回も「イエスでもハ
イでも、どちらでも申し上げます」と言いました。
川島さんからは聞いていないのですが、一年間、精一
杯頑張りたいと思いますのでよろしくお願いいたしま
す。

吉田　英一副会長
まさか、僕まで回っ
て来るとは思わな
かったので、話すこ
とは考えていません
でした。拙い司会で
申し訳ないと思って
おります。

経営の神様・松下幸之助が「いいか、仕事というもの
は最善でないとだめだ。最善の仕事をしていないとい
けないよ」と言っていました。「最善だけではだめだね。
最善のそのまた上に最善だね」と言っていました。
京セラの稲盛和夫は「いいか、ターゲットが仕事をし
なかったらダメだ」と言っていました。
ぜひ、最善のまた最善のターゲットを目指して運営、
また司会を頑張って行ければと思っています。皆さま、
温かい目でご支援をよろしくお願いいたします。あり
がとうございました。

ハンマー伝達式

会長の時間



 

開会に先立ちまし
て『ハンマー伝達
式』を執り行いま
す。髙橋会長、後
藤直前会長、舟木
ＳＡＡは、ご登壇
ください。

ハンマーの伝達は、後藤直前会長より舟木ＳＡＡへ、
舟木ＳＡＡより髙橋会長へお渡しいただきます。事務
局の大山さん、後藤直前会長にハンマーをお渡しくだ
さい。それでは、ハンマーの伝達をお願いいたします。
ただいま、髙橋会長がハンマーをしっかりと受け取り
ました。髙橋会長、温かい激励の拍手を再度お受けく
ださい。ありがとうございました。後藤直前会長、舟
木ＳＡＡは、ご降壇ください。
それでは、歴代会長の思いが詰まった歴史と伝統のあ
るハンマーを引き継ぎました髙橋会長より一言、ご挨
拶をお願いいたします。

ご挨拶　髙橋　直人会長
　歴代会長の思い
が詰まったハン
マーをただ今いた
だきました。身の
引き締まる思いで
あります。会員の
皆さまのお力添え

をいただき一年間、頑張ってまいります。何卒よろし

くお願いいたします。

　　　　　　　　　　髙橋　直人会長
お食事中の方は続け
て食事してくださ
い。第１回目の例会
のご挨拶をさせてい
ただきます。
今日は、親クラブで
ある札幌ロータリー

クラブから転勤で釧路にお越しになられた篠原新入会
員をご紹介して大変縁起のいい日でございます。これ
からの一年、誠心誠意、88代会長の名に恥じないよ
うに進めてまいりますので、会員の皆さまのお力添え
をいただきますようによろしくお願い申し上げます。
今年度は今までとは変わり今週の金曜日から、白糠
ロータリークラブ様から会長・幹事表敬訪問が始まり
ます。今年から釧路西ロータリークラブ様が受け入れ
なしの対応で少し寂しい気がしますが、表敬訪問は歴
史と伝統のある釧路ロータリークラブの名を汚さぬよ
うに努めてまいります。
来週の例会で佐々木ガバナー補佐と各クラブの会長・
幹事の皆さまが当クラブに表敬訪問でいらっしゃいま
す。会員の方々もこの機会を逃すと各クラブの会長・
幹事にお会いすることはなかなかできないと思います
ので、来週の例会にはぜひ出席していただきますよう
にお願い申し上げます。
さて、７月４日は「アメリカの独立記念日」です。他

に果物の「ナシの日」です。前年にはいろいろとミス
を重ねてまいりましたが、今日をもって生まれ変わり、
前年度までのミスを「なし」にはできませんが、副会
長と幹事の力をお借りしてロータリー活動に邁進して
まいります。
本日のプログラムは『三役・四大委員長挨拶』ですの
で、このあとご挨拶しますので、本日の会長挨拶はこ
れでおしまいにいたします。
今日も一日、楽しい例会にしましょう。よろしくお願
いいたします。

幹事報告　東堂　光春幹事
　皆さま、幹事の東堂と申します。一年間、お世話に
なりますがよろしくお願いいたします。
　７月のロータリーレートは 161 円となり、先月よ
りも４円上がっております。その上に会費納入のお願
いです。先ほど事務局の大山様より渡していただいて
おりますが、地区やＲＩへの諸費の納入もありますの
でお早目の振込を、または次回の例会時にご持参いた
だきますようによろしくお願いいたします。
　活動計画書と会員名簿ができましたのでパーソナル
ボックスに入っておりますのでお持ちいただければと
思います。

新入会員紹介
スポンサー　桑嶌　洋平　君

 こんにちは。篠原
信雄さんをご紹介し
ます。篠原さんは、
今年４月から釧路労
災病院の院
長を務めていらっ
しゃいます。前職は

北大病院の泌尿器科の教授でいらっしゃいます。札幌
では札幌ロータリークラブに所属されておりました。
　釧路ロータリークラブではお医者さんの方が多く会
員になっていますが、久島先生の後輩にあたるそうで
す。篠原さんの出身地は、大学は北大ですが徳島県の
阿南市です。四国では最東端の場所で、日亜化学の本
社がある街です。その後は、横浜に出られて北大の医
学部にご入学されました。
　道内では苫小牧市立病院、市立稚内病院など地域医
療の現場を支えられて、その後アメリカのミシガン大
学に留学されました。そして北大に戻られて助手を経
て、教授をなされて北海道全体の医療を支えてこられ
ました。北大時代の同級生で元小児科医の奥様と現在、
釧路市内にお住まいになっております。
　院長という大変な重責でお忙しい毎日でして、お会
いした先日お話をしたのですが、スーパー銭湯巡りが
お好きだということで、どこかでお会いできることも

あるかなと。日中にお会いするのは難しいでしょうが
銭湯にいけば裸のお付き合いができるかもしれませ
ん。
　篠原さんには北海道の医療現場を長く見て来られた
ご経験と視点を釧路ロータリークラブの方にご披露い
ただき、会員との交流が一層進んでいただければと
思っております。様々なお話をこれからお伺いできる
ことを一会員として楽しみにしております。
皆さま、どうぞよろしくお願いいたします。

親友会員挨拶　篠原　信雄様
皆さん、こんにちは。
篠原信雄と申しま
す。現在、釧路労災
病院の院長として仕
事をしております。
歴史と伝統と格式の
ある釧路ロータリー
クラブに入会を認めていただきまして誠にありがとう
ございました。
　これもひとえに、川島様と久島先生の推薦があった
から、私が皆さんのメンバーの１人に入れましたので
お二人には感謝もありますし、これから皆さんと広く
付き合って行ければいいかなと考えております。
　なぜ医師がクラブをやろうと思ったかですけれど
も、「忙しいから何となくロータリークラブに入るの
はどうなのかな」という人がいますが、僕は全然そう
は考えていません。この１時間という時間があります
が、ここでいろいろな業種の人と知り合いになれるの
です。医師は本当に世界が狭いのでこれが一番の問題
です。皆さんの心というのは分からないし、会社経営
の大変さ、あるいは日常での日々の苦労を私は知らな
いのです。それで医療者としてこのロータリークラブ
の中に入って、一員として活躍する必要があるのでは
ないかと、札幌ロータリークラブの時の先輩から学び
ました。
　これから、何年になるか分かりませんけれど、僕は
この釧路の街はホントに大好きです。霧があっても全
然問題ないです。晴れた日の青空の美しさは多分、日
本で一番きれいだと思っていますので、これから皆さ
んと末永く付き合って行ければいいなと思いますの
で、よろしくお願いします。一言、ご挨拶させていた
だきます。よろしくお願いします。

新入会員へ歓迎挨拶　　髙橋　直人会長
　新入会員の篠原さん、入会おめでとうございます。
篠原さんは、当クラブの親クラブである札幌ロータ
リークラブから転勤により当クラブに本日、入会され
ました。私よりはるかな先輩であり、歓迎の挨拶をす
るのは大変恐縮でありますが、慣例により一言ご挨拶

申し上げます。
　当クラブは、仲が良く、先輩後輩の壁もなく、気安
く話ができる素晴らしいクラブです。委員会活動も活
発ですので、委員会にはぜひ参加していただき、たく
さんの方と交流していただくようにお願い申し上げま
す。
　ご存知かと思いますが、ロータリークラブは出席が
義務と言われておりますが、出席は義務ではなくて権
利だと思い、これからの時間、ロータリーに出席して
下さいますようにお願い申し上げます。
　篠原会員の委員会は親睦活動委員会に配属とします
ので、石井委員長、よろしくお願いいたします。
　以上、歓迎の挨拶とします。ありがとうございまし
た。

乾杯のご挨拶　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんにちは。せっかくの晴れの日にこのよ
うな格好です。これは、家でドアを開けて出る時にド
アを開けると同時に出てしまったので、思いっ切りぶ
つけてしまいましたので、このようになりましたので
お許しください。
　早いもので、後藤年度が終わりましたが去年は本当
に活躍してもらいまして、クラブも新しく成長できた
と思います。今回、髙橋年度が始まります。三役、役
員の皆さまにはクラブのために頑張っていただいてい
ると思います。そのプレッシャーを受けるのは大変だ
と思いますけど、お忙しい中をいろいろやっていただ
いています。また、私たち会員もみんなでクラブに協
力をして一致団結して行ければと思います。
　それでは、髙橋丸が無事に出港できますように乾杯
をしたいと思います。
　（乾杯）
　ありがとうございました。

髙橋　直人会長
　私、思い起こせば、
昨年５月のＩＭ開催
の３日前に、ある先
輩から電話をいただ
き、「クリーニング
があるから来てくれ
ないか」と呼ばれま
した。その時点では、こんなことになるとは思ってお
りませんでしたが、そこで、今の状況を話された後に
「お前が助けてやらないとダメだ。助けてやれ」と言
われました。
　心底、全く自信がなかったのでやりきるには、「家

に帰って家族に聞いてから返事します」とお答えして
家に帰りました。妻に相談したところ、「素晴らしい
推薦があるのだから受けなさい。家族みんなで協力す
るから安心して頑張れ」という言葉で勇気をもらい、
受けることにしました。
　異例ではありましたが、滝越会長の最終例会、臨時
総会で指名され、会長ノミニーが 1日で歴史と伝統
のある釧路ロータリークラブ 88代会長に任命されま
した。
その日から、なんの自覚もない「会長エレクト」と呼
ばれ、特に佐藤幹事からはよく電話があり、「エレクト」
「エレクト」と連呼され自覚が生まれてきました。そ
して、人事に難航しましたが吉田副会長の助けを得て、
東堂幹事にも承諾していただき三役も無事決まり、次
年度のスタートが切れました。
昨年 10月に紋別で地区補助金セミナーが開催されま
した。このセミナーに参加しないと補助金を受けるこ
とができないので、吉田副会長と参加しましたが、ガ
バナー事務所の手違いで参加者リストに名前がなく繰
り返して説明し、やっとの思いで、名札表記もない状
態でセミナーに出ました。そこでグローバル補助金の
セミナーをしていた荒井会長エレクトの素晴らしさに
は感銘いたしました。
年が明けて次年度理事会が始まり、緊張感が段々高ま
り、その中でやらなければならないことが続いて、あっ
という間にクラブアッセンブリーを迎えることになり
ました。その間、東堂幹事には慣れないことばかりで
大変お世話になりました。アッセンブリーでは会員の
方々に貴重な質問、指導をいただきました。ありがた
く受け止めてこれからのクラブ運営に役立ててまいり
ます。
今年度から始まった『３年計画の具体的目標』では、
パストガバナー、パスト会長から貴重なご意見をいた
だき、カバーしていただきました。この場をお借りし
てお礼申し上げます。ありがとうございました。
最後になりますが、釧路ロータリークラブの名を汚さ
ぬよう、会員の方々のお力添えを得てクラブ運営に邁
進してまいりますので、一年間やり遂げて行きますの
で、何卒よろしくお願い申し上げます。以上をもって
ご挨拶に代えます。

クラブ運営委員会　濱口　憲太委員長
　皆さま、こんにち
は。クラブ運営委員
会委員長を仰せつか
りました濱口と申し
ます。改めましてよ
ろしくお願い申し上
げます。

　私は入会４年目ですけれども、１年目が親睦委員会

で、２年目が副幹事、そして去年は親睦委員会で、座
席は全て指定席でスタートしていたので今日はどこに
座ったらいいのだろうと、かなり座りが悪い形であり
ました。当たり前のように少し早く来ていて、石井委
員長が青いタスキをかけているのを見て、私もかけて
しまいそうになり寂しさを感じた次第です。
　大変な理事という役職をいただきまして身の引き締
まる思いでおります。この役職をいただいた髙橋会長
にお礼申し上げ、期待に応えられるかどうか分かりま
せんけど、私なりに一生懸命に頑張りたいと思います。 
　この理事の話をいただいたエピソードを簡単に話し
ます。私は頸椎症になり、ちょうど１年前に手術を行
いました。その手術をする前、手術をしていいのだろ
うかと悩んでいた時に、電話が鳴りました。見たら髙
橋会長からでした。電話に出ましたら「大丈夫か、手
術で悩んでいると思うけど、俺、いい薬とかあるから
相談に乗るからな」と複数回電話をただきまして、勇
気をいただきました。その後、手術が終わってから例
会前に呼ばれて「大委員長をやってくれないか」と言っ
ていただきました。ホントに嬉しかったですし、その
思いに応えて一年間しっかりやって行きたいと思いま
す。
　理事なのですが、私、２年目に副幹事をやらせてい
ただきました時には、クラブ運営委員長をやった佐藤
貴之君が大委員長として親睦であったり、プログラム
であったり、出席であったり、ものすごく積極的にい
ろいろな意見を受け付けるのを見て、すごいなと思い
ました。同時に、自分の委員会に関わらないクラブの
ことに対しても、しっかり建設的な意見を出している
姿を見て、理事というのはこういう姿でなければだめ
だと思いました。私は入会４年目で本当にできるかな
と考えています。自分のところをしっかりやるのはも
ちろんですが、これからもっとロータリークラブのこ
とを勉強して、理事としての責任をしっかり果たして
まいりたいと思っております。
そして、委員会は３つあります。まずは親睦委員会、
石井委員長、田坂副委員長、小野寺副委員長に担って
いただきます。石井委員長は素晴らしい独特の盛り上
げ方で横田委員長にしっかり育てられています。田坂
副委員長には昨年一年間、準備段階から親睦に 100
パーセント出席いただいて、とても力になっていただ
けると思います。小野寺副委員長には、私も見させて
いただいておりますけど、今年の親睦委員会が起爆剤
になっていただけるのだろうと思って期待しておりま
す。親睦委員会が楽しくなければクラブを楽しくでき
ないと考えておりますので、ぜひ私も一緒になって盛
り上げていきますのでよろしくお願いいたします。
プログラム委員会です。瀧波委員長、よろしくお願い
いたします。そして脇副委員長、吉岡副委員長です。
瀧波委員長はご存じのとおり、皆さんがワクワクする

発想で、もちろん歴史と伝統を踏まえた釧路ロータ
リークラブのプログラムにしっかり抑えていきながら
も瀧波委員長のワクワクする例会プログラムを作りな
がら、新たな時代に向けた学びの多いプログラムにし
てまいりたいと思っております。
出席委員会です。沢田委員長、藤井副委員長、よろし
くお願いいたします。出席は私たちの委員会が楽しく
なければ出席率は上がってきません。
この３委員会が一丸となって頑張って行きますので、
一年間よろしくお願いします。
長くなりましたけど、東堂幹事には「８分、話しなさ
い」と言われていましたが、この辺で終わらせていた
だきます。市橋副委員長と共に一生懸命に頑張ります。
皆さん、よろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　曽我部元親委員長
　皆さん、こんにち
は。この度、クラブ
広報・会員組織委員
委員長を仰せつかり
ました曽我部と申し
ます。入会４年目と
なります。いま、濱

口君が大委員長になった経緯を話しましたので、僕も
そこに触れたいと思います。
　入会して４年目になりますが、髙橋さんが次年度会
長になるとなった時にホッとしたのは、髙橋さんとは
何ひとつ接点がないと思っていたのです。まさか僕に
理事のお願いはないだろうと安心していたのですが、
ある接点ができたのです。その話をさせていただきま
す。
　阿寒町では、30代 40代の若手が主催するゴルフ
コンペが年に１回開催されています。僕とか小野寺君
は 50代で先輩格として参加しているのですが、昨年
そのコンペがあった時に、僕の組に「釧路からのゲス
トが入ります。若手なのですけれど面倒を見てほしい」
と言われてゴルフをしました。名前は髙橋君です。仕
事を聞くと「仕事はクリーニング屋です」と。「お父
さんはロータリーですか」と聞くと「そうです」と。
髙橋さんの息子さんだとなって、息子さんは明るい青
年だったので和気あいあいとゴルフを終えました。小
野寺君に「僕の組にいた髙橋君は髙橋さんの息子さん
だったよ」と話したら、小野寺君が「もしかしたら次
年度の話が来るかも」と言うので「まさかよ～」と笑っ
ていたのです。すると翌日、髙橋さんから電話が来ま
した。「昨日はお世話になったな」と。「いいえ、こち
らこそ。素晴らしい息子さんですね」と言っていたら、
「ところで、大委員長を受けてくれないか」と、たっ
たそれだけのきっかけでお話をいただきました。一度
はお断りをしたのですが、「なんとか頼む」と言うこ

とでしたから「私で良ければ」と承諾した次第です。
　僕は杉村年度で入ったのですが、滝越、後藤年度で
は職業奉仕、青少年奉仕と委員長を仰せつかっていま
したから、この委員会は全くの未知の世界なのです。
副委員長には中島さんをお願いしましたので、中島さ
んと相談しながら盛り上げていきたいと思っておりま
す。
　クラブ研修委員会には杉村委員長、会員増強･選考･
職業分類委員会には得地委員長をお願いしておりま
す。ベテランで実力のある方なので私の力は必要ない
かなと思っておりますが、よろしくお願いいたします。
クラブ会報・雑誌委員会は堀さんに委員長をお願いし
ました。堀さんは昨年の秋に入会されておりますので、
まだ１年未満ということもありますので副委員長は関
向さんと米本さんと、実力のある方に副委員長を務め
ていただきます。ただ先日、堀さんからの電話で「田
村さんと多田さんは、うちの委員会だよね。相次いで
転勤で退会となりました。いくら優秀な人材がそろっ
ていても、人数が少ないと大変になると考えられる」
と。もちろん私と中島副委員長で頑張りますけど、そ
れで足りなければ会員の皆さんにお願いする場合もあ
るかと思います。どうかよろしくお願いいたします。
　未熟な大委員長ですが、皆さまのお力を借りて一年
間しっかり頑張りたいと思いますので、ご支援の程よ
ろしくお願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　八幡　好洋委員長
　奉仕プロジェクト
委員会を担当させて
いただきます八幡と
申します。よろしく
お願いいたします。
　私も会員歴が浅
く、この奉仕プロ
ジェクト委員会の話をいただいたときに、僕などに担
いをやり切れるのか不安があったのですが、お声掛け
は光栄なことと感じてお受けさせていただきました。
僕は入会歴が浅いながらロータリークラブは奉仕団体
と聞いていますので、その中の担当する奉仕プレジェ
クト委員会というのは責任重大だと僕なりに感じてい
ます。委員長をお受けした後に、次年度理事会の中で
私が、経歴が浅く年も若いものですから、三役の皆さ
んにぜひ配慮していただきたくお願いしたところ、強
力なメンバーを配置していただけましたので感謝して
おります。
　その中で、ひとつだけお願いしたのは副委員長に佐
藤さんの配置です。昨年度の幹事を終えたばかりで、
年度が終わってもまだ幹事の仕事が続くと聞いてはい
たのですが、詳しい佐藤さんに引き受けていただいた
のは心強く思っていますのでよろしくお願いいたしま

す。
　社会奉仕委員会は、委員長に中村君、副委員長は西
池君。職業奉仕委員会は委員長に田中君、副委員長は
及川君。国際奉仕委員会は委員長に村上君、副委員長
は工藤君。青少年奉仕委員会は委員長に横田君、副委
員長に岩田君と邵君。という経験豊富な強力なメン
バーで配置をいただいておりますので、僕自身は経験
不足で足りないところを委員会の皆さんで支えていた
だきながら、委員会全体で協力して進めて行きたいと
考えております。
　今年の会長方針に「奉仕活動に参加をしてロータ
リーを楽しもう」がありますので、奉仕プロジェクト
委員会が奉仕活動を担当するということではなくて、
ロータリークラブは奉仕団体ですので、ロータリーク
ラブの皆さん全員で様々な奉仕活動に参加ができるよ
うに、参加がしやすいような活動ができるように考え
ておりますので、皆さまのご協力をいただいて奉仕活
動を進めて行きたいと考えております。
　委員会の最初に担当する事業としては、野球大会が
あります。横田委員長には予定者段階から進めていた
だいておりまして、ほぼ内容が確定しますので改めて
皆さまにご案内をさせていただきますので、皆さまに
ご協力いただき進めてまいります。
　繰り返しになりますが、分からないままですが、ひ
とつひとつを着実に進めて行けたらと考えております
ので、足りないところ、もれていることがありました
らご指摘をいただきながら活動を進めたいと思います
ので、一年間お世話になると思いますのでよろしくお
願いいたします。

ロータリー財団・奨学推進委員会
　　　　　　　　　　　　　　西村　智久　委員長

　ロータリー財団・
奨学推進委員会の西
村です。久しぶりの
理事でして緊張はし
ておりません。
　残り５分、副会長
まで回したいので手

短に紹介して終わろうと思います。
　ロータリー財団寄付推進委員会には松井委員長、米
山記念奨学会委員会には濱谷委員長、嵯峨記念育英会
委員会には吉田委員長と、それぞれ大ベテランを揃え
ております。皆さまにはなじみのない３委員会ですが、
それぞれの委員会活動で今までとはひと工夫して、少
しのアイデアを入れて、マジックではないですけれど
も楽しい委員会にできればと考えておりますので、一
年間よろしくお願いいたします。

東堂　光春　幹事
　こんにちは。幹事
を受けて本格的にや
りだしたのが１月に
なって、そこから佐
藤前幹事とは長文の
ラインのやり取りを
毎日のようにさせて

いただきました。何も分からないことから始めて、な
んとか後藤直前会長、樋口前副会長にもいろいろなこ
とをお聞きしてゼロから始めて、ようやくスタートを
迎えたのですが、スタートを迎えた感じもなくこのま
ま行くのかなという気もしながら、プレッシャーと闘
いながら一年間やって行きますので、皆さま、なんと
か可愛がっていただきたいと思いますのでよろしくお
願いいたします。以上です。

藤原　工　副幹事　
　今年度、副幹事を
務めます藤原です。
よろしくお願いいた
します。
　同じく副幹事の川
島さんが今日は出張
で欠席になりました
ので、私から一言ご挨拶させていただきます。
　私が副幹事を受けることになりましたのは、昨年の
９月か 10月に一度も話したことのない副会長と幹事
が例会の時にニコニコと近づいて来られて「飲みに行
かないか」と。何かなと思ったら「副幹事をやらない
か」と。中標津ロータリーの時に青山会長から「幹事
を」と言われた時には「答えは、イエスかハイのどち

らかだ」と言われましたので、今回も「イエスでもハ
イでも、どちらでも申し上げます」と言いました。
川島さんからは聞いていないのですが、一年間、精一
杯頑張りたいと思いますのでよろしくお願いいたしま
す。

吉田　英一副会長
まさか、僕まで回っ
て来るとは思わな
かったので、話すこ
とは考えていません
でした。拙い司会で
申し訳ないと思って
おります。

経営の神様・松下幸之助が「いいか、仕事というもの
は最善でないとだめだ。最善の仕事をしていないとい
けないよ」と言っていました。「最善だけではだめだね。
最善のそのまた上に最善だね」と言っていました。
京セラの稲盛和夫は「いいか、ターゲットが仕事をし
なかったらダメだ」と言っていました。
ぜひ、最善のまた最善のターゲットを目指して運営、
また司会を頑張って行ければと思っています。皆さま、
温かい目でご支援をよろしくお願いいたします。あり
がとうございました。



 

■ 本日のプログラム ■
三役・四大委員長 挨拶

開会に先立ちまし
て『ハンマー伝達
式』を執り行いま
す。髙橋会長、後
藤直前会長、舟木
ＳＡＡは、ご登壇
ください。

ハンマーの伝達は、後藤直前会長より舟木ＳＡＡへ、
舟木ＳＡＡより髙橋会長へお渡しいただきます。事務
局の大山さん、後藤直前会長にハンマーをお渡しくだ
さい。それでは、ハンマーの伝達をお願いいたします。
ただいま、髙橋会長がハンマーをしっかりと受け取り
ました。髙橋会長、温かい激励の拍手を再度お受けく
ださい。ありがとうございました。後藤直前会長、舟
木ＳＡＡは、ご降壇ください。
それでは、歴代会長の思いが詰まった歴史と伝統のあ
るハンマーを引き継ぎました髙橋会長より一言、ご挨
拶をお願いいたします。

ご挨拶　髙橋　直人会長
　歴代会長の思い
が詰まったハン
マーをただ今いた
だきました。身の
引き締まる思いで
あります。会員の
皆さまのお力添え

をいただき一年間、頑張ってまいります。何卒よろし

くお願いいたします。

　　　　　　　　　　髙橋　直人会長
お食事中の方は続け
て食事してくださ
い。第１回目の例会
のご挨拶をさせてい
ただきます。
今日は、親クラブで
ある札幌ロータリー

クラブから転勤で釧路にお越しになられた篠原新入会
員をご紹介して大変縁起のいい日でございます。これ
からの一年、誠心誠意、88代会長の名に恥じないよ
うに進めてまいりますので、会員の皆さまのお力添え
をいただきますようによろしくお願い申し上げます。
今年度は今までとは変わり今週の金曜日から、白糠
ロータリークラブ様から会長・幹事表敬訪問が始まり
ます。今年から釧路西ロータリークラブ様が受け入れ
なしの対応で少し寂しい気がしますが、表敬訪問は歴
史と伝統のある釧路ロータリークラブの名を汚さぬよ
うに努めてまいります。
来週の例会で佐々木ガバナー補佐と各クラブの会長・
幹事の皆さまが当クラブに表敬訪問でいらっしゃいま
す。会員の方々もこの機会を逃すと各クラブの会長・
幹事にお会いすることはなかなかできないと思います
ので、来週の例会にはぜひ出席していただきますよう
にお願い申し上げます。
さて、７月４日は「アメリカの独立記念日」です。他

に果物の「ナシの日」です。前年にはいろいろとミス
を重ねてまいりましたが、今日をもって生まれ変わり、
前年度までのミスを「なし」にはできませんが、副会
長と幹事の力をお借りしてロータリー活動に邁進して
まいります。
本日のプログラムは『三役・四大委員長挨拶』ですの
で、このあとご挨拶しますので、本日の会長挨拶はこ
れでおしまいにいたします。
今日も一日、楽しい例会にしましょう。よろしくお願
いいたします。

幹事報告　東堂　光春幹事
　皆さま、幹事の東堂と申します。一年間、お世話に
なりますがよろしくお願いいたします。
　７月のロータリーレートは 161 円となり、先月よ
りも４円上がっております。その上に会費納入のお願
いです。先ほど事務局の大山様より渡していただいて
おりますが、地区やＲＩへの諸費の納入もありますの
でお早目の振込を、または次回の例会時にご持参いた
だきますようによろしくお願いいたします。
　活動計画書と会員名簿ができましたのでパーソナル
ボックスに入っておりますのでお持ちいただければと
思います。

新入会員紹介
スポンサー　桑嶌　洋平　君

 こんにちは。篠原
信雄さんをご紹介し
ます。篠原さんは、
今年４月から釧路労
災病院の院
長を務めていらっ
しゃいます。前職は

北大病院の泌尿器科の教授でいらっしゃいます。札幌
では札幌ロータリークラブに所属されておりました。
　釧路ロータリークラブではお医者さんの方が多く会
員になっていますが、久島先生の後輩にあたるそうで
す。篠原さんの出身地は、大学は北大ですが徳島県の
阿南市です。四国では最東端の場所で、日亜化学の本
社がある街です。その後は、横浜に出られて北大の医
学部にご入学されました。
　道内では苫小牧市立病院、市立稚内病院など地域医
療の現場を支えられて、その後アメリカのミシガン大
学に留学されました。そして北大に戻られて助手を経
て、教授をなされて北海道全体の医療を支えてこられ
ました。北大時代の同級生で元小児科医の奥様と現在、
釧路市内にお住まいになっております。
　院長という大変な重責でお忙しい毎日でして、お会
いした先日お話をしたのですが、スーパー銭湯巡りが
お好きだということで、どこかでお会いできることも

あるかなと。日中にお会いするのは難しいでしょうが
銭湯にいけば裸のお付き合いができるかもしれませ
ん。
　篠原さんには北海道の医療現場を長く見て来られた
ご経験と視点を釧路ロータリークラブの方にご披露い
ただき、会員との交流が一層進んでいただければと
思っております。様々なお話をこれからお伺いできる
ことを一会員として楽しみにしております。
皆さま、どうぞよろしくお願いいたします。

親友会員挨拶　篠原　信雄様
皆さん、こんにちは。
篠原信雄と申しま
す。現在、釧路労災
病院の院長として仕
事をしております。
歴史と伝統と格式の
ある釧路ロータリー
クラブに入会を認めていただきまして誠にありがとう
ございました。
　これもひとえに、川島様と久島先生の推薦があった
から、私が皆さんのメンバーの１人に入れましたので
お二人には感謝もありますし、これから皆さんと広く
付き合って行ければいいかなと考えております。
　なぜ医師がクラブをやろうと思ったかですけれど
も、「忙しいから何となくロータリークラブに入るの
はどうなのかな」という人がいますが、僕は全然そう
は考えていません。この１時間という時間があります
が、ここでいろいろな業種の人と知り合いになれるの
です。医師は本当に世界が狭いのでこれが一番の問題
です。皆さんの心というのは分からないし、会社経営
の大変さ、あるいは日常での日々の苦労を私は知らな
いのです。それで医療者としてこのロータリークラブ
の中に入って、一員として活躍する必要があるのでは
ないかと、札幌ロータリークラブの時の先輩から学び
ました。
　これから、何年になるか分かりませんけれど、僕は
この釧路の街はホントに大好きです。霧があっても全
然問題ないです。晴れた日の青空の美しさは多分、日
本で一番きれいだと思っていますので、これから皆さ
んと末永く付き合って行ければいいなと思いますの
で、よろしくお願いします。一言、ご挨拶させていた
だきます。よろしくお願いします。

新入会員へ歓迎挨拶　　髙橋　直人会長
　新入会員の篠原さん、入会おめでとうございます。
篠原さんは、当クラブの親クラブである札幌ロータ
リークラブから転勤により当クラブに本日、入会され
ました。私よりはるかな先輩であり、歓迎の挨拶をす
るのは大変恐縮でありますが、慣例により一言ご挨拶

申し上げます。
　当クラブは、仲が良く、先輩後輩の壁もなく、気安
く話ができる素晴らしいクラブです。委員会活動も活
発ですので、委員会にはぜひ参加していただき、たく
さんの方と交流していただくようにお願い申し上げま
す。
　ご存知かと思いますが、ロータリークラブは出席が
義務と言われておりますが、出席は義務ではなくて権
利だと思い、これからの時間、ロータリーに出席して
下さいますようにお願い申し上げます。
　篠原会員の委員会は親睦活動委員会に配属とします
ので、石井委員長、よろしくお願いいたします。
　以上、歓迎の挨拶とします。ありがとうございまし
た。

乾杯のご挨拶　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんにちは。せっかくの晴れの日にこのよ
うな格好です。これは、家でドアを開けて出る時にド
アを開けると同時に出てしまったので、思いっ切りぶ
つけてしまいましたので、このようになりましたので
お許しください。
　早いもので、後藤年度が終わりましたが去年は本当
に活躍してもらいまして、クラブも新しく成長できた
と思います。今回、髙橋年度が始まります。三役、役
員の皆さまにはクラブのために頑張っていただいてい
ると思います。そのプレッシャーを受けるのは大変だ
と思いますけど、お忙しい中をいろいろやっていただ
いています。また、私たち会員もみんなでクラブに協
力をして一致団結して行ければと思います。
　それでは、髙橋丸が無事に出港できますように乾杯
をしたいと思います。
　（乾杯）
　ありがとうございました。

髙橋　直人会長
　私、思い起こせば、
昨年５月のＩＭ開催
の３日前に、ある先
輩から電話をいただ
き、「クリーニング
があるから来てくれ
ないか」と呼ばれま
した。その時点では、こんなことになるとは思ってお
りませんでしたが、そこで、今の状況を話された後に
「お前が助けてやらないとダメだ。助けてやれ」と言
われました。
　心底、全く自信がなかったのでやりきるには、「家

に帰って家族に聞いてから返事します」とお答えして
家に帰りました。妻に相談したところ、「素晴らしい
推薦があるのだから受けなさい。家族みんなで協力す
るから安心して頑張れ」という言葉で勇気をもらい、
受けることにしました。
　異例ではありましたが、滝越会長の最終例会、臨時
総会で指名され、会長ノミニーが 1日で歴史と伝統
のある釧路ロータリークラブ 88代会長に任命されま
した。
その日から、なんの自覚もない「会長エレクト」と呼
ばれ、特に佐藤幹事からはよく電話があり、「エレクト」
「エレクト」と連呼され自覚が生まれてきました。そ
して、人事に難航しましたが吉田副会長の助けを得て、
東堂幹事にも承諾していただき三役も無事決まり、次
年度のスタートが切れました。
昨年 10月に紋別で地区補助金セミナーが開催されま
した。このセミナーに参加しないと補助金を受けるこ
とができないので、吉田副会長と参加しましたが、ガ
バナー事務所の手違いで参加者リストに名前がなく繰
り返して説明し、やっとの思いで、名札表記もない状
態でセミナーに出ました。そこでグローバル補助金の
セミナーをしていた荒井会長エレクトの素晴らしさに
は感銘いたしました。
年が明けて次年度理事会が始まり、緊張感が段々高ま
り、その中でやらなければならないことが続いて、あっ
という間にクラブアッセンブリーを迎えることになり
ました。その間、東堂幹事には慣れないことばかりで
大変お世話になりました。アッセンブリーでは会員の
方々に貴重な質問、指導をいただきました。ありがた
く受け止めてこれからのクラブ運営に役立ててまいり
ます。
今年度から始まった『３年計画の具体的目標』では、
パストガバナー、パスト会長から貴重なご意見をいた
だき、カバーしていただきました。この場をお借りし
てお礼申し上げます。ありがとうございました。
最後になりますが、釧路ロータリークラブの名を汚さ
ぬよう、会員の方々のお力添えを得てクラブ運営に邁
進してまいりますので、一年間やり遂げて行きますの
で、何卒よろしくお願い申し上げます。以上をもって
ご挨拶に代えます。

クラブ運営委員会　濱口　憲太委員長
　皆さま、こんにち
は。クラブ運営委員
会委員長を仰せつか
りました濱口と申し
ます。改めましてよ
ろしくお願い申し上
げます。

　私は入会４年目ですけれども、１年目が親睦委員会

で、２年目が副幹事、そして去年は親睦委員会で、座
席は全て指定席でスタートしていたので今日はどこに
座ったらいいのだろうと、かなり座りが悪い形であり
ました。当たり前のように少し早く来ていて、石井委
員長が青いタスキをかけているのを見て、私もかけて
しまいそうになり寂しさを感じた次第です。
　大変な理事という役職をいただきまして身の引き締
まる思いでおります。この役職をいただいた髙橋会長
にお礼申し上げ、期待に応えられるかどうか分かりま
せんけど、私なりに一生懸命に頑張りたいと思います。 
　この理事の話をいただいたエピソードを簡単に話し
ます。私は頸椎症になり、ちょうど１年前に手術を行
いました。その手術をする前、手術をしていいのだろ
うかと悩んでいた時に、電話が鳴りました。見たら髙
橋会長からでした。電話に出ましたら「大丈夫か、手
術で悩んでいると思うけど、俺、いい薬とかあるから
相談に乗るからな」と複数回電話をただきまして、勇
気をいただきました。その後、手術が終わってから例
会前に呼ばれて「大委員長をやってくれないか」と言っ
ていただきました。ホントに嬉しかったですし、その
思いに応えて一年間しっかりやって行きたいと思いま
す。
　理事なのですが、私、２年目に副幹事をやらせてい
ただきました時には、クラブ運営委員長をやった佐藤
貴之君が大委員長として親睦であったり、プログラム
であったり、出席であったり、ものすごく積極的にい
ろいろな意見を受け付けるのを見て、すごいなと思い
ました。同時に、自分の委員会に関わらないクラブの
ことに対しても、しっかり建設的な意見を出している
姿を見て、理事というのはこういう姿でなければだめ
だと思いました。私は入会４年目で本当にできるかな
と考えています。自分のところをしっかりやるのはも
ちろんですが、これからもっとロータリークラブのこ
とを勉強して、理事としての責任をしっかり果たして
まいりたいと思っております。
そして、委員会は３つあります。まずは親睦委員会、
石井委員長、田坂副委員長、小野寺副委員長に担って
いただきます。石井委員長は素晴らしい独特の盛り上
げ方で横田委員長にしっかり育てられています。田坂
副委員長には昨年一年間、準備段階から親睦に 100
パーセント出席いただいて、とても力になっていただ
けると思います。小野寺副委員長には、私も見させて
いただいておりますけど、今年の親睦委員会が起爆剤
になっていただけるのだろうと思って期待しておりま
す。親睦委員会が楽しくなければクラブを楽しくでき
ないと考えておりますので、ぜひ私も一緒になって盛
り上げていきますのでよろしくお願いいたします。
プログラム委員会です。瀧波委員長、よろしくお願い
いたします。そして脇副委員長、吉岡副委員長です。
瀧波委員長はご存じのとおり、皆さんがワクワクする

発想で、もちろん歴史と伝統を踏まえた釧路ロータ
リークラブのプログラムにしっかり抑えていきながら
も瀧波委員長のワクワクする例会プログラムを作りな
がら、新たな時代に向けた学びの多いプログラムにし
てまいりたいと思っております。
出席委員会です。沢田委員長、藤井副委員長、よろし
くお願いいたします。出席は私たちの委員会が楽しく
なければ出席率は上がってきません。
この３委員会が一丸となって頑張って行きますので、
一年間よろしくお願いします。
長くなりましたけど、東堂幹事には「８分、話しなさ
い」と言われていましたが、この辺で終わらせていた
だきます。市橋副委員長と共に一生懸命に頑張ります。
皆さん、よろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　曽我部元親委員長
　皆さん、こんにち
は。この度、クラブ
広報・会員組織委員
委員長を仰せつかり
ました曽我部と申し
ます。入会４年目と
なります。いま、濱

口君が大委員長になった経緯を話しましたので、僕も
そこに触れたいと思います。
　入会して４年目になりますが、髙橋さんが次年度会
長になるとなった時にホッとしたのは、髙橋さんとは
何ひとつ接点がないと思っていたのです。まさか僕に
理事のお願いはないだろうと安心していたのですが、
ある接点ができたのです。その話をさせていただきま
す。
　阿寒町では、30代 40代の若手が主催するゴルフ
コンペが年に１回開催されています。僕とか小野寺君
は 50代で先輩格として参加しているのですが、昨年
そのコンペがあった時に、僕の組に「釧路からのゲス
トが入ります。若手なのですけれど面倒を見てほしい」
と言われてゴルフをしました。名前は髙橋君です。仕
事を聞くと「仕事はクリーニング屋です」と。「お父
さんはロータリーですか」と聞くと「そうです」と。
髙橋さんの息子さんだとなって、息子さんは明るい青
年だったので和気あいあいとゴルフを終えました。小
野寺君に「僕の組にいた髙橋君は髙橋さんの息子さん
だったよ」と話したら、小野寺君が「もしかしたら次
年度の話が来るかも」と言うので「まさかよ～」と笑っ
ていたのです。すると翌日、髙橋さんから電話が来ま
した。「昨日はお世話になったな」と。「いいえ、こち
らこそ。素晴らしい息子さんですね」と言っていたら、
「ところで、大委員長を受けてくれないか」と、たっ
たそれだけのきっかけでお話をいただきました。一度
はお断りをしたのですが、「なんとか頼む」と言うこ

とでしたから「私で良ければ」と承諾した次第です。
　僕は杉村年度で入ったのですが、滝越、後藤年度で
は職業奉仕、青少年奉仕と委員長を仰せつかっていま
したから、この委員会は全くの未知の世界なのです。
副委員長には中島さんをお願いしましたので、中島さ
んと相談しながら盛り上げていきたいと思っておりま
す。
　クラブ研修委員会には杉村委員長、会員増強･選考･
職業分類委員会には得地委員長をお願いしておりま
す。ベテランで実力のある方なので私の力は必要ない
かなと思っておりますが、よろしくお願いいたします。
クラブ会報・雑誌委員会は堀さんに委員長をお願いし
ました。堀さんは昨年の秋に入会されておりますので、
まだ１年未満ということもありますので副委員長は関
向さんと米本さんと、実力のある方に副委員長を務め
ていただきます。ただ先日、堀さんからの電話で「田
村さんと多田さんは、うちの委員会だよね。相次いで
転勤で退会となりました。いくら優秀な人材がそろっ
ていても、人数が少ないと大変になると考えられる」
と。もちろん私と中島副委員長で頑張りますけど、そ
れで足りなければ会員の皆さんにお願いする場合もあ
るかと思います。どうかよろしくお願いいたします。
　未熟な大委員長ですが、皆さまのお力を借りて一年
間しっかり頑張りたいと思いますので、ご支援の程よ
ろしくお願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　八幡　好洋委員長
　奉仕プロジェクト
委員会を担当させて
いただきます八幡と
申します。よろしく
お願いいたします。
　私も会員歴が浅
く、この奉仕プロ
ジェクト委員会の話をいただいたときに、僕などに担
いをやり切れるのか不安があったのですが、お声掛け
は光栄なことと感じてお受けさせていただきました。
僕は入会歴が浅いながらロータリークラブは奉仕団体
と聞いていますので、その中の担当する奉仕プレジェ
クト委員会というのは責任重大だと僕なりに感じてい
ます。委員長をお受けした後に、次年度理事会の中で
私が、経歴が浅く年も若いものですから、三役の皆さ
んにぜひ配慮していただきたくお願いしたところ、強
力なメンバーを配置していただけましたので感謝して
おります。
　その中で、ひとつだけお願いしたのは副委員長に佐
藤さんの配置です。昨年度の幹事を終えたばかりで、
年度が終わってもまだ幹事の仕事が続くと聞いてはい
たのですが、詳しい佐藤さんに引き受けていただいた
のは心強く思っていますのでよろしくお願いいたしま

す。
　社会奉仕委員会は、委員長に中村君、副委員長は西
池君。職業奉仕委員会は委員長に田中君、副委員長は
及川君。国際奉仕委員会は委員長に村上君、副委員長
は工藤君。青少年奉仕委員会は委員長に横田君、副委
員長に岩田君と邵君。という経験豊富な強力なメン
バーで配置をいただいておりますので、僕自身は経験
不足で足りないところを委員会の皆さんで支えていた
だきながら、委員会全体で協力して進めて行きたいと
考えております。
　今年の会長方針に「奉仕活動に参加をしてロータ
リーを楽しもう」がありますので、奉仕プロジェクト
委員会が奉仕活動を担当するということではなくて、
ロータリークラブは奉仕団体ですので、ロータリーク
ラブの皆さん全員で様々な奉仕活動に参加ができるよ
うに、参加がしやすいような活動ができるように考え
ておりますので、皆さまのご協力をいただいて奉仕活
動を進めて行きたいと考えております。
　委員会の最初に担当する事業としては、野球大会が
あります。横田委員長には予定者段階から進めていた
だいておりまして、ほぼ内容が確定しますので改めて
皆さまにご案内をさせていただきますので、皆さまに
ご協力いただき進めてまいります。
　繰り返しになりますが、分からないままですが、ひ
とつひとつを着実に進めて行けたらと考えております
ので、足りないところ、もれていることがありました
らご指摘をいただきながら活動を進めたいと思います
ので、一年間お世話になると思いますのでよろしくお
願いいたします。

ロータリー財団・奨学推進委員会
　　　　　　　　　　　　　　西村　智久　委員長

　ロータリー財団・
奨学推進委員会の西
村です。久しぶりの
理事でして緊張はし
ておりません。
　残り５分、副会長
まで回したいので手

短に紹介して終わろうと思います。
　ロータリー財団寄付推進委員会には松井委員長、米
山記念奨学会委員会には濱谷委員長、嵯峨記念育英会
委員会には吉田委員長と、それぞれ大ベテランを揃え
ております。皆さまにはなじみのない３委員会ですが、
それぞれの委員会活動で今までとはひと工夫して、少
しのアイデアを入れて、マジックではないですけれど
も楽しい委員会にできればと考えておりますので、一
年間よろしくお願いいたします。

東堂　光春　幹事
　こんにちは。幹事
を受けて本格的にや
りだしたのが１月に
なって、そこから佐
藤前幹事とは長文の
ラインのやり取りを
毎日のようにさせて

いただきました。何も分からないことから始めて、な
んとか後藤直前会長、樋口前副会長にもいろいろなこ
とをお聞きしてゼロから始めて、ようやくスタートを
迎えたのですが、スタートを迎えた感じもなくこのま
ま行くのかなという気もしながら、プレッシャーと闘
いながら一年間やって行きますので、皆さま、なんと
か可愛がっていただきたいと思いますのでよろしくお
願いいたします。以上です。

藤原　工　副幹事　
　今年度、副幹事を
務めます藤原です。
よろしくお願いいた
します。
　同じく副幹事の川
島さんが今日は出張
で欠席になりました
ので、私から一言ご挨拶させていただきます。
　私が副幹事を受けることになりましたのは、昨年の
９月か 10月に一度も話したことのない副会長と幹事
が例会の時にニコニコと近づいて来られて「飲みに行
かないか」と。何かなと思ったら「副幹事をやらない
か」と。中標津ロータリーの時に青山会長から「幹事
を」と言われた時には「答えは、イエスかハイのどち

らかだ」と言われましたので、今回も「イエスでもハ
イでも、どちらでも申し上げます」と言いました。
川島さんからは聞いていないのですが、一年間、精一
杯頑張りたいと思いますのでよろしくお願いいたしま
す。

吉田　英一副会長
まさか、僕まで回っ
て来るとは思わな
かったので、話すこ
とは考えていません
でした。拙い司会で
申し訳ないと思って
おります。

経営の神様・松下幸之助が「いいか、仕事というもの
は最善でないとだめだ。最善の仕事をしていないとい
けないよ」と言っていました。「最善だけではだめだね。
最善のそのまた上に最善だね」と言っていました。
京セラの稲盛和夫は「いいか、ターゲットが仕事をし
なかったらダメだ」と言っていました。
ぜひ、最善のまた最善のターゲットを目指して運営、
また司会を頑張って行ければと思っています。皆さま、
温かい目でご支援をよろしくお願いいたします。あり
がとうございました。



 

開会に先立ちまし
て『ハンマー伝達
式』を執り行いま
す。髙橋会長、後
藤直前会長、舟木
ＳＡＡは、ご登壇
ください。

ハンマーの伝達は、後藤直前会長より舟木ＳＡＡへ、
舟木ＳＡＡより髙橋会長へお渡しいただきます。事務
局の大山さん、後藤直前会長にハンマーをお渡しくだ
さい。それでは、ハンマーの伝達をお願いいたします。
ただいま、髙橋会長がハンマーをしっかりと受け取り
ました。髙橋会長、温かい激励の拍手を再度お受けく
ださい。ありがとうございました。後藤直前会長、舟
木ＳＡＡは、ご降壇ください。
それでは、歴代会長の思いが詰まった歴史と伝統のあ
るハンマーを引き継ぎました髙橋会長より一言、ご挨
拶をお願いいたします。

ご挨拶　髙橋　直人会長
　歴代会長の思い
が詰まったハン
マーをただ今いた
だきました。身の
引き締まる思いで
あります。会員の
皆さまのお力添え

をいただき一年間、頑張ってまいります。何卒よろし

くお願いいたします。

　　　　　　　　　　髙橋　直人会長
お食事中の方は続け
て食事してくださ
い。第１回目の例会
のご挨拶をさせてい
ただきます。
今日は、親クラブで
ある札幌ロータリー

クラブから転勤で釧路にお越しになられた篠原新入会
員をご紹介して大変縁起のいい日でございます。これ
からの一年、誠心誠意、88代会長の名に恥じないよ
うに進めてまいりますので、会員の皆さまのお力添え
をいただきますようによろしくお願い申し上げます。
今年度は今までとは変わり今週の金曜日から、白糠
ロータリークラブ様から会長・幹事表敬訪問が始まり
ます。今年から釧路西ロータリークラブ様が受け入れ
なしの対応で少し寂しい気がしますが、表敬訪問は歴
史と伝統のある釧路ロータリークラブの名を汚さぬよ
うに努めてまいります。
来週の例会で佐々木ガバナー補佐と各クラブの会長・
幹事の皆さまが当クラブに表敬訪問でいらっしゃいま
す。会員の方々もこの機会を逃すと各クラブの会長・
幹事にお会いすることはなかなかできないと思います
ので、来週の例会にはぜひ出席していただきますよう
にお願い申し上げます。
さて、７月４日は「アメリカの独立記念日」です。他

に果物の「ナシの日」です。前年にはいろいろとミス
を重ねてまいりましたが、今日をもって生まれ変わり、
前年度までのミスを「なし」にはできませんが、副会
長と幹事の力をお借りしてロータリー活動に邁進して
まいります。
本日のプログラムは『三役・四大委員長挨拶』ですの
で、このあとご挨拶しますので、本日の会長挨拶はこ
れでおしまいにいたします。
今日も一日、楽しい例会にしましょう。よろしくお願
いいたします。

幹事報告　東堂　光春幹事
　皆さま、幹事の東堂と申します。一年間、お世話に
なりますがよろしくお願いいたします。
　７月のロータリーレートは 161 円となり、先月よ
りも４円上がっております。その上に会費納入のお願
いです。先ほど事務局の大山様より渡していただいて
おりますが、地区やＲＩへの諸費の納入もありますの
でお早目の振込を、または次回の例会時にご持参いた
だきますようによろしくお願いいたします。
　活動計画書と会員名簿ができましたのでパーソナル
ボックスに入っておりますのでお持ちいただければと
思います。

新入会員紹介
スポンサー　桑嶌　洋平　君

 こんにちは。篠原
信雄さんをご紹介し
ます。篠原さんは、
今年４月から釧路労
災病院の院
長を務めていらっ
しゃいます。前職は

北大病院の泌尿器科の教授でいらっしゃいます。札幌
では札幌ロータリークラブに所属されておりました。
　釧路ロータリークラブではお医者さんの方が多く会
員になっていますが、久島先生の後輩にあたるそうで
す。篠原さんの出身地は、大学は北大ですが徳島県の
阿南市です。四国では最東端の場所で、日亜化学の本
社がある街です。その後は、横浜に出られて北大の医
学部にご入学されました。
　道内では苫小牧市立病院、市立稚内病院など地域医
療の現場を支えられて、その後アメリカのミシガン大
学に留学されました。そして北大に戻られて助手を経
て、教授をなされて北海道全体の医療を支えてこられ
ました。北大時代の同級生で元小児科医の奥様と現在、
釧路市内にお住まいになっております。
　院長という大変な重責でお忙しい毎日でして、お会
いした先日お話をしたのですが、スーパー銭湯巡りが
お好きだということで、どこかでお会いできることも

あるかなと。日中にお会いするのは難しいでしょうが
銭湯にいけば裸のお付き合いができるかもしれませ
ん。
　篠原さんには北海道の医療現場を長く見て来られた
ご経験と視点を釧路ロータリークラブの方にご披露い
ただき、会員との交流が一層進んでいただければと
思っております。様々なお話をこれからお伺いできる
ことを一会員として楽しみにしております。
皆さま、どうぞよろしくお願いいたします。

親友会員挨拶　篠原　信雄様
皆さん、こんにちは。
篠原信雄と申しま
す。現在、釧路労災
病院の院長として仕
事をしております。
歴史と伝統と格式の
ある釧路ロータリー
クラブに入会を認めていただきまして誠にありがとう
ございました。
　これもひとえに、川島様と久島先生の推薦があった
から、私が皆さんのメンバーの１人に入れましたので
お二人には感謝もありますし、これから皆さんと広く
付き合って行ければいいかなと考えております。
　なぜ医師がクラブをやろうと思ったかですけれど
も、「忙しいから何となくロータリークラブに入るの
はどうなのかな」という人がいますが、僕は全然そう
は考えていません。この１時間という時間があります
が、ここでいろいろな業種の人と知り合いになれるの
です。医師は本当に世界が狭いのでこれが一番の問題
です。皆さんの心というのは分からないし、会社経営
の大変さ、あるいは日常での日々の苦労を私は知らな
いのです。それで医療者としてこのロータリークラブ
の中に入って、一員として活躍する必要があるのでは
ないかと、札幌ロータリークラブの時の先輩から学び
ました。
　これから、何年になるか分かりませんけれど、僕は
この釧路の街はホントに大好きです。霧があっても全
然問題ないです。晴れた日の青空の美しさは多分、日
本で一番きれいだと思っていますので、これから皆さ
んと末永く付き合って行ければいいなと思いますの
で、よろしくお願いします。一言、ご挨拶させていた
だきます。よろしくお願いします。

新入会員へ歓迎挨拶　　髙橋　直人会長
　新入会員の篠原さん、入会おめでとうございます。
篠原さんは、当クラブの親クラブである札幌ロータ
リークラブから転勤により当クラブに本日、入会され
ました。私よりはるかな先輩であり、歓迎の挨拶をす
るのは大変恐縮でありますが、慣例により一言ご挨拶

申し上げます。
　当クラブは、仲が良く、先輩後輩の壁もなく、気安
く話ができる素晴らしいクラブです。委員会活動も活
発ですので、委員会にはぜひ参加していただき、たく
さんの方と交流していただくようにお願い申し上げま
す。
　ご存知かと思いますが、ロータリークラブは出席が
義務と言われておりますが、出席は義務ではなくて権
利だと思い、これからの時間、ロータリーに出席して
下さいますようにお願い申し上げます。
　篠原会員の委員会は親睦活動委員会に配属とします
ので、石井委員長、よろしくお願いいたします。
　以上、歓迎の挨拶とします。ありがとうございまし
た。

乾杯のご挨拶　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんにちは。せっかくの晴れの日にこのよ
うな格好です。これは、家でドアを開けて出る時にド
アを開けると同時に出てしまったので、思いっ切りぶ
つけてしまいましたので、このようになりましたので
お許しください。
　早いもので、後藤年度が終わりましたが去年は本当
に活躍してもらいまして、クラブも新しく成長できた
と思います。今回、髙橋年度が始まります。三役、役
員の皆さまにはクラブのために頑張っていただいてい
ると思います。そのプレッシャーを受けるのは大変だ
と思いますけど、お忙しい中をいろいろやっていただ
いています。また、私たち会員もみんなでクラブに協
力をして一致団結して行ければと思います。
　それでは、髙橋丸が無事に出港できますように乾杯
をしたいと思います。
　（乾杯）
　ありがとうございました。

髙橋　直人会長
　私、思い起こせば、
昨年５月のＩＭ開催
の３日前に、ある先
輩から電話をいただ
き、「クリーニング
があるから来てくれ
ないか」と呼ばれま
した。その時点では、こんなことになるとは思ってお
りませんでしたが、そこで、今の状況を話された後に
「お前が助けてやらないとダメだ。助けてやれ」と言
われました。
　心底、全く自信がなかったのでやりきるには、「家

に帰って家族に聞いてから返事します」とお答えして
家に帰りました。妻に相談したところ、「素晴らしい
推薦があるのだから受けなさい。家族みんなで協力す
るから安心して頑張れ」という言葉で勇気をもらい、
受けることにしました。
　異例ではありましたが、滝越会長の最終例会、臨時
総会で指名され、会長ノミニーが 1日で歴史と伝統
のある釧路ロータリークラブ 88代会長に任命されま
した。
その日から、なんの自覚もない「会長エレクト」と呼
ばれ、特に佐藤幹事からはよく電話があり、「エレクト」
「エレクト」と連呼され自覚が生まれてきました。そ
して、人事に難航しましたが吉田副会長の助けを得て、
東堂幹事にも承諾していただき三役も無事決まり、次
年度のスタートが切れました。
昨年 10月に紋別で地区補助金セミナーが開催されま
した。このセミナーに参加しないと補助金を受けるこ
とができないので、吉田副会長と参加しましたが、ガ
バナー事務所の手違いで参加者リストに名前がなく繰
り返して説明し、やっとの思いで、名札表記もない状
態でセミナーに出ました。そこでグローバル補助金の
セミナーをしていた荒井会長エレクトの素晴らしさに
は感銘いたしました。
年が明けて次年度理事会が始まり、緊張感が段々高ま
り、その中でやらなければならないことが続いて、あっ
という間にクラブアッセンブリーを迎えることになり
ました。その間、東堂幹事には慣れないことばかりで
大変お世話になりました。アッセンブリーでは会員の
方々に貴重な質問、指導をいただきました。ありがた
く受け止めてこれからのクラブ運営に役立ててまいり
ます。
今年度から始まった『３年計画の具体的目標』では、
パストガバナー、パスト会長から貴重なご意見をいた
だき、カバーしていただきました。この場をお借りし
てお礼申し上げます。ありがとうございました。
最後になりますが、釧路ロータリークラブの名を汚さ
ぬよう、会員の方々のお力添えを得てクラブ運営に邁
進してまいりますので、一年間やり遂げて行きますの
で、何卒よろしくお願い申し上げます。以上をもって
ご挨拶に代えます。

クラブ運営委員会　濱口　憲太委員長
　皆さま、こんにち
は。クラブ運営委員
会委員長を仰せつか
りました濱口と申し
ます。改めましてよ
ろしくお願い申し上
げます。

　私は入会４年目ですけれども、１年目が親睦委員会

で、２年目が副幹事、そして去年は親睦委員会で、座
席は全て指定席でスタートしていたので今日はどこに
座ったらいいのだろうと、かなり座りが悪い形であり
ました。当たり前のように少し早く来ていて、石井委
員長が青いタスキをかけているのを見て、私もかけて
しまいそうになり寂しさを感じた次第です。
　大変な理事という役職をいただきまして身の引き締
まる思いでおります。この役職をいただいた髙橋会長
にお礼申し上げ、期待に応えられるかどうか分かりま
せんけど、私なりに一生懸命に頑張りたいと思います。 
　この理事の話をいただいたエピソードを簡単に話し
ます。私は頸椎症になり、ちょうど１年前に手術を行
いました。その手術をする前、手術をしていいのだろ
うかと悩んでいた時に、電話が鳴りました。見たら髙
橋会長からでした。電話に出ましたら「大丈夫か、手
術で悩んでいると思うけど、俺、いい薬とかあるから
相談に乗るからな」と複数回電話をただきまして、勇
気をいただきました。その後、手術が終わってから例
会前に呼ばれて「大委員長をやってくれないか」と言っ
ていただきました。ホントに嬉しかったですし、その
思いに応えて一年間しっかりやって行きたいと思いま
す。
　理事なのですが、私、２年目に副幹事をやらせてい
ただきました時には、クラブ運営委員長をやった佐藤
貴之君が大委員長として親睦であったり、プログラム
であったり、出席であったり、ものすごく積極的にい
ろいろな意見を受け付けるのを見て、すごいなと思い
ました。同時に、自分の委員会に関わらないクラブの
ことに対しても、しっかり建設的な意見を出している
姿を見て、理事というのはこういう姿でなければだめ
だと思いました。私は入会４年目で本当にできるかな
と考えています。自分のところをしっかりやるのはも
ちろんですが、これからもっとロータリークラブのこ
とを勉強して、理事としての責任をしっかり果たして
まいりたいと思っております。
そして、委員会は３つあります。まずは親睦委員会、
石井委員長、田坂副委員長、小野寺副委員長に担って
いただきます。石井委員長は素晴らしい独特の盛り上
げ方で横田委員長にしっかり育てられています。田坂
副委員長には昨年一年間、準備段階から親睦に 100
パーセント出席いただいて、とても力になっていただ
けると思います。小野寺副委員長には、私も見させて
いただいておりますけど、今年の親睦委員会が起爆剤
になっていただけるのだろうと思って期待しておりま
す。親睦委員会が楽しくなければクラブを楽しくでき
ないと考えておりますので、ぜひ私も一緒になって盛
り上げていきますのでよろしくお願いいたします。
プログラム委員会です。瀧波委員長、よろしくお願い
いたします。そして脇副委員長、吉岡副委員長です。
瀧波委員長はご存じのとおり、皆さんがワクワクする

発想で、もちろん歴史と伝統を踏まえた釧路ロータ
リークラブのプログラムにしっかり抑えていきながら
も瀧波委員長のワクワクする例会プログラムを作りな
がら、新たな時代に向けた学びの多いプログラムにし
てまいりたいと思っております。
出席委員会です。沢田委員長、藤井副委員長、よろし
くお願いいたします。出席は私たちの委員会が楽しく
なければ出席率は上がってきません。
この３委員会が一丸となって頑張って行きますので、
一年間よろしくお願いします。
長くなりましたけど、東堂幹事には「８分、話しなさ
い」と言われていましたが、この辺で終わらせていた
だきます。市橋副委員長と共に一生懸命に頑張ります。
皆さん、よろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　曽我部元親委員長
　皆さん、こんにち
は。この度、クラブ
広報・会員組織委員
委員長を仰せつかり
ました曽我部と申し
ます。入会４年目と
なります。いま、濱

口君が大委員長になった経緯を話しましたので、僕も
そこに触れたいと思います。
　入会して４年目になりますが、髙橋さんが次年度会
長になるとなった時にホッとしたのは、髙橋さんとは
何ひとつ接点がないと思っていたのです。まさか僕に
理事のお願いはないだろうと安心していたのですが、
ある接点ができたのです。その話をさせていただきま
す。
　阿寒町では、30代 40代の若手が主催するゴルフ
コンペが年に１回開催されています。僕とか小野寺君
は 50代で先輩格として参加しているのですが、昨年
そのコンペがあった時に、僕の組に「釧路からのゲス
トが入ります。若手なのですけれど面倒を見てほしい」
と言われてゴルフをしました。名前は髙橋君です。仕
事を聞くと「仕事はクリーニング屋です」と。「お父
さんはロータリーですか」と聞くと「そうです」と。
髙橋さんの息子さんだとなって、息子さんは明るい青
年だったので和気あいあいとゴルフを終えました。小
野寺君に「僕の組にいた髙橋君は髙橋さんの息子さん
だったよ」と話したら、小野寺君が「もしかしたら次
年度の話が来るかも」と言うので「まさかよ～」と笑っ
ていたのです。すると翌日、髙橋さんから電話が来ま
した。「昨日はお世話になったな」と。「いいえ、こち
らこそ。素晴らしい息子さんですね」と言っていたら、
「ところで、大委員長を受けてくれないか」と、たっ
たそれだけのきっかけでお話をいただきました。一度
はお断りをしたのですが、「なんとか頼む」と言うこ

とでしたから「私で良ければ」と承諾した次第です。
　僕は杉村年度で入ったのですが、滝越、後藤年度で
は職業奉仕、青少年奉仕と委員長を仰せつかっていま
したから、この委員会は全くの未知の世界なのです。
副委員長には中島さんをお願いしましたので、中島さ
んと相談しながら盛り上げていきたいと思っておりま
す。
　クラブ研修委員会には杉村委員長、会員増強･選考･
職業分類委員会には得地委員長をお願いしておりま
す。ベテランで実力のある方なので私の力は必要ない
かなと思っておりますが、よろしくお願いいたします。
クラブ会報・雑誌委員会は堀さんに委員長をお願いし
ました。堀さんは昨年の秋に入会されておりますので、
まだ１年未満ということもありますので副委員長は関
向さんと米本さんと、実力のある方に副委員長を務め
ていただきます。ただ先日、堀さんからの電話で「田
村さんと多田さんは、うちの委員会だよね。相次いで
転勤で退会となりました。いくら優秀な人材がそろっ
ていても、人数が少ないと大変になると考えられる」
と。もちろん私と中島副委員長で頑張りますけど、そ
れで足りなければ会員の皆さんにお願いする場合もあ
るかと思います。どうかよろしくお願いいたします。
　未熟な大委員長ですが、皆さまのお力を借りて一年
間しっかり頑張りたいと思いますので、ご支援の程よ
ろしくお願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　八幡　好洋委員長
　奉仕プロジェクト
委員会を担当させて
いただきます八幡と
申します。よろしく
お願いいたします。
　私も会員歴が浅
く、この奉仕プロ
ジェクト委員会の話をいただいたときに、僕などに担
いをやり切れるのか不安があったのですが、お声掛け
は光栄なことと感じてお受けさせていただきました。
僕は入会歴が浅いながらロータリークラブは奉仕団体
と聞いていますので、その中の担当する奉仕プレジェ
クト委員会というのは責任重大だと僕なりに感じてい
ます。委員長をお受けした後に、次年度理事会の中で
私が、経歴が浅く年も若いものですから、三役の皆さ
んにぜひ配慮していただきたくお願いしたところ、強
力なメンバーを配置していただけましたので感謝して
おります。
　その中で、ひとつだけお願いしたのは副委員長に佐
藤さんの配置です。昨年度の幹事を終えたばかりで、
年度が終わってもまだ幹事の仕事が続くと聞いてはい
たのですが、詳しい佐藤さんに引き受けていただいた
のは心強く思っていますのでよろしくお願いいたしま

す。
　社会奉仕委員会は、委員長に中村君、副委員長は西
池君。職業奉仕委員会は委員長に田中君、副委員長は
及川君。国際奉仕委員会は委員長に村上君、副委員長
は工藤君。青少年奉仕委員会は委員長に横田君、副委
員長に岩田君と邵君。という経験豊富な強力なメン
バーで配置をいただいておりますので、僕自身は経験
不足で足りないところを委員会の皆さんで支えていた
だきながら、委員会全体で協力して進めて行きたいと
考えております。
　今年の会長方針に「奉仕活動に参加をしてロータ
リーを楽しもう」がありますので、奉仕プロジェクト
委員会が奉仕活動を担当するということではなくて、
ロータリークラブは奉仕団体ですので、ロータリーク
ラブの皆さん全員で様々な奉仕活動に参加ができるよ
うに、参加がしやすいような活動ができるように考え
ておりますので、皆さまのご協力をいただいて奉仕活
動を進めて行きたいと考えております。
　委員会の最初に担当する事業としては、野球大会が
あります。横田委員長には予定者段階から進めていた
だいておりまして、ほぼ内容が確定しますので改めて
皆さまにご案内をさせていただきますので、皆さまに
ご協力いただき進めてまいります。
　繰り返しになりますが、分からないままですが、ひ
とつひとつを着実に進めて行けたらと考えております
ので、足りないところ、もれていることがありました
らご指摘をいただきながら活動を進めたいと思います
ので、一年間お世話になると思いますのでよろしくお
願いいたします。

ロータリー財団・奨学推進委員会
　　　　　　　　　　　　　　西村　智久　委員長

　ロータリー財団・
奨学推進委員会の西
村です。久しぶりの
理事でして緊張はし
ておりません。
　残り５分、副会長
まで回したいので手

短に紹介して終わろうと思います。
　ロータリー財団寄付推進委員会には松井委員長、米
山記念奨学会委員会には濱谷委員長、嵯峨記念育英会
委員会には吉田委員長と、それぞれ大ベテランを揃え
ております。皆さまにはなじみのない３委員会ですが、
それぞれの委員会活動で今までとはひと工夫して、少
しのアイデアを入れて、マジックではないですけれど
も楽しい委員会にできればと考えておりますので、一
年間よろしくお願いいたします。

東堂　光春　幹事
　こんにちは。幹事
を受けて本格的にや
りだしたのが１月に
なって、そこから佐
藤前幹事とは長文の
ラインのやり取りを
毎日のようにさせて

いただきました。何も分からないことから始めて、な
んとか後藤直前会長、樋口前副会長にもいろいろなこ
とをお聞きしてゼロから始めて、ようやくスタートを
迎えたのですが、スタートを迎えた感じもなくこのま
ま行くのかなという気もしながら、プレッシャーと闘
いながら一年間やって行きますので、皆さま、なんと
か可愛がっていただきたいと思いますのでよろしくお
願いいたします。以上です。

藤原　工　副幹事　
　今年度、副幹事を
務めます藤原です。
よろしくお願いいた
します。
　同じく副幹事の川
島さんが今日は出張
で欠席になりました
ので、私から一言ご挨拶させていただきます。
　私が副幹事を受けることになりましたのは、昨年の
９月か 10月に一度も話したことのない副会長と幹事
が例会の時にニコニコと近づいて来られて「飲みに行
かないか」と。何かなと思ったら「副幹事をやらない
か」と。中標津ロータリーの時に青山会長から「幹事
を」と言われた時には「答えは、イエスかハイのどち

らかだ」と言われましたので、今回も「イエスでもハ
イでも、どちらでも申し上げます」と言いました。
川島さんからは聞いていないのですが、一年間、精一
杯頑張りたいと思いますのでよろしくお願いいたしま
す。

吉田　英一副会長
まさか、僕まで回っ
て来るとは思わな
かったので、話すこ
とは考えていません
でした。拙い司会で
申し訳ないと思って
おります。

経営の神様・松下幸之助が「いいか、仕事というもの
は最善でないとだめだ。最善の仕事をしていないとい
けないよ」と言っていました。「最善だけではだめだね。
最善のそのまた上に最善だね」と言っていました。
京セラの稲盛和夫は「いいか、ターゲットが仕事をし
なかったらダメだ」と言っていました。
ぜひ、最善のまた最善のターゲットを目指して運営、
また司会を頑張って行ければと思っています。皆さま、
温かい目でご支援をよろしくお願いいたします。あり
がとうございました。



 

開会に先立ちまし
て『ハンマー伝達
式』を執り行いま
す。髙橋会長、後
藤直前会長、舟木
ＳＡＡは、ご登壇
ください。

ハンマーの伝達は、後藤直前会長より舟木ＳＡＡへ、
舟木ＳＡＡより髙橋会長へお渡しいただきます。事務
局の大山さん、後藤直前会長にハンマーをお渡しくだ
さい。それでは、ハンマーの伝達をお願いいたします。
ただいま、髙橋会長がハンマーをしっかりと受け取り
ました。髙橋会長、温かい激励の拍手を再度お受けく
ださい。ありがとうございました。後藤直前会長、舟
木ＳＡＡは、ご降壇ください。
それでは、歴代会長の思いが詰まった歴史と伝統のあ
るハンマーを引き継ぎました髙橋会長より一言、ご挨
拶をお願いいたします。

ご挨拶　髙橋　直人会長
　歴代会長の思い
が詰まったハン
マーをただ今いた
だきました。身の
引き締まる思いで
あります。会員の
皆さまのお力添え

をいただき一年間、頑張ってまいります。何卒よろし

くお願いいたします。

　　　　　　　　　　髙橋　直人会長
お食事中の方は続け
て食事してくださ
い。第１回目の例会
のご挨拶をさせてい
ただきます。
今日は、親クラブで
ある札幌ロータリー

クラブから転勤で釧路にお越しになられた篠原新入会
員をご紹介して大変縁起のいい日でございます。これ
からの一年、誠心誠意、88代会長の名に恥じないよ
うに進めてまいりますので、会員の皆さまのお力添え
をいただきますようによろしくお願い申し上げます。
今年度は今までとは変わり今週の金曜日から、白糠
ロータリークラブ様から会長・幹事表敬訪問が始まり
ます。今年から釧路西ロータリークラブ様が受け入れ
なしの対応で少し寂しい気がしますが、表敬訪問は歴
史と伝統のある釧路ロータリークラブの名を汚さぬよ
うに努めてまいります。
来週の例会で佐々木ガバナー補佐と各クラブの会長・
幹事の皆さまが当クラブに表敬訪問でいらっしゃいま
す。会員の方々もこの機会を逃すと各クラブの会長・
幹事にお会いすることはなかなかできないと思います
ので、来週の例会にはぜひ出席していただきますよう
にお願い申し上げます。
さて、７月４日は「アメリカの独立記念日」です。他

に果物の「ナシの日」です。前年にはいろいろとミス
を重ねてまいりましたが、今日をもって生まれ変わり、
前年度までのミスを「なし」にはできませんが、副会
長と幹事の力をお借りしてロータリー活動に邁進して
まいります。
本日のプログラムは『三役・四大委員長挨拶』ですの
で、このあとご挨拶しますので、本日の会長挨拶はこ
れでおしまいにいたします。
今日も一日、楽しい例会にしましょう。よろしくお願
いいたします。

幹事報告　東堂　光春幹事
　皆さま、幹事の東堂と申します。一年間、お世話に
なりますがよろしくお願いいたします。
　７月のロータリーレートは 161 円となり、先月よ
りも４円上がっております。その上に会費納入のお願
いです。先ほど事務局の大山様より渡していただいて
おりますが、地区やＲＩへの諸費の納入もありますの
でお早目の振込を、または次回の例会時にご持参いた
だきますようによろしくお願いいたします。
　活動計画書と会員名簿ができましたのでパーソナル
ボックスに入っておりますのでお持ちいただければと
思います。

新入会員紹介
スポンサー　桑嶌　洋平　君

 こんにちは。篠原
信雄さんをご紹介し
ます。篠原さんは、
今年４月から釧路労
災病院の院
長を務めていらっ
しゃいます。前職は

北大病院の泌尿器科の教授でいらっしゃいます。札幌
では札幌ロータリークラブに所属されておりました。
　釧路ロータリークラブではお医者さんの方が多く会
員になっていますが、久島先生の後輩にあたるそうで
す。篠原さんの出身地は、大学は北大ですが徳島県の
阿南市です。四国では最東端の場所で、日亜化学の本
社がある街です。その後は、横浜に出られて北大の医
学部にご入学されました。
　道内では苫小牧市立病院、市立稚内病院など地域医
療の現場を支えられて、その後アメリカのミシガン大
学に留学されました。そして北大に戻られて助手を経
て、教授をなされて北海道全体の医療を支えてこられ
ました。北大時代の同級生で元小児科医の奥様と現在、
釧路市内にお住まいになっております。
　院長という大変な重責でお忙しい毎日でして、お会
いした先日お話をしたのですが、スーパー銭湯巡りが
お好きだということで、どこかでお会いできることも

あるかなと。日中にお会いするのは難しいでしょうが
銭湯にいけば裸のお付き合いができるかもしれませ
ん。
　篠原さんには北海道の医療現場を長く見て来られた
ご経験と視点を釧路ロータリークラブの方にご披露い
ただき、会員との交流が一層進んでいただければと
思っております。様々なお話をこれからお伺いできる
ことを一会員として楽しみにしております。
皆さま、どうぞよろしくお願いいたします。

親友会員挨拶　篠原　信雄様
皆さん、こんにちは。
篠原信雄と申しま
す。現在、釧路労災
病院の院長として仕
事をしております。
歴史と伝統と格式の
ある釧路ロータリー
クラブに入会を認めていただきまして誠にありがとう
ございました。
　これもひとえに、川島様と久島先生の推薦があった
から、私が皆さんのメンバーの１人に入れましたので
お二人には感謝もありますし、これから皆さんと広く
付き合って行ければいいかなと考えております。
　なぜ医師がクラブをやろうと思ったかですけれど
も、「忙しいから何となくロータリークラブに入るの
はどうなのかな」という人がいますが、僕は全然そう
は考えていません。この１時間という時間があります
が、ここでいろいろな業種の人と知り合いになれるの
です。医師は本当に世界が狭いのでこれが一番の問題
です。皆さんの心というのは分からないし、会社経営
の大変さ、あるいは日常での日々の苦労を私は知らな
いのです。それで医療者としてこのロータリークラブ
の中に入って、一員として活躍する必要があるのでは
ないかと、札幌ロータリークラブの時の先輩から学び
ました。
　これから、何年になるか分かりませんけれど、僕は
この釧路の街はホントに大好きです。霧があっても全
然問題ないです。晴れた日の青空の美しさは多分、日
本で一番きれいだと思っていますので、これから皆さ
んと末永く付き合って行ければいいなと思いますの
で、よろしくお願いします。一言、ご挨拶させていた
だきます。よろしくお願いします。

新入会員へ歓迎挨拶　　髙橋　直人会長
　新入会員の篠原さん、入会おめでとうございます。
篠原さんは、当クラブの親クラブである札幌ロータ
リークラブから転勤により当クラブに本日、入会され
ました。私よりはるかな先輩であり、歓迎の挨拶をす
るのは大変恐縮でありますが、慣例により一言ご挨拶

申し上げます。
　当クラブは、仲が良く、先輩後輩の壁もなく、気安
く話ができる素晴らしいクラブです。委員会活動も活
発ですので、委員会にはぜひ参加していただき、たく
さんの方と交流していただくようにお願い申し上げま
す。
　ご存知かと思いますが、ロータリークラブは出席が
義務と言われておりますが、出席は義務ではなくて権
利だと思い、これからの時間、ロータリーに出席して
下さいますようにお願い申し上げます。
　篠原会員の委員会は親睦活動委員会に配属とします
ので、石井委員長、よろしくお願いいたします。
　以上、歓迎の挨拶とします。ありがとうございまし
た。

乾杯のご挨拶　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんにちは。せっかくの晴れの日にこのよ
うな格好です。これは、家でドアを開けて出る時にド
アを開けると同時に出てしまったので、思いっ切りぶ
つけてしまいましたので、このようになりましたので
お許しください。
　早いもので、後藤年度が終わりましたが去年は本当
に活躍してもらいまして、クラブも新しく成長できた
と思います。今回、髙橋年度が始まります。三役、役
員の皆さまにはクラブのために頑張っていただいてい
ると思います。そのプレッシャーを受けるのは大変だ
と思いますけど、お忙しい中をいろいろやっていただ
いています。また、私たち会員もみんなでクラブに協
力をして一致団結して行ければと思います。
　それでは、髙橋丸が無事に出港できますように乾杯
をしたいと思います。
　（乾杯）
　ありがとうございました。

髙橋　直人会長
　私、思い起こせば、
昨年５月のＩＭ開催
の３日前に、ある先
輩から電話をいただ
き、「クリーニング
があるから来てくれ
ないか」と呼ばれま
した。その時点では、こんなことになるとは思ってお
りませんでしたが、そこで、今の状況を話された後に
「お前が助けてやらないとダメだ。助けてやれ」と言
われました。
　心底、全く自信がなかったのでやりきるには、「家

に帰って家族に聞いてから返事します」とお答えして
家に帰りました。妻に相談したところ、「素晴らしい
推薦があるのだから受けなさい。家族みんなで協力す
るから安心して頑張れ」という言葉で勇気をもらい、
受けることにしました。
　異例ではありましたが、滝越会長の最終例会、臨時
総会で指名され、会長ノミニーが 1日で歴史と伝統
のある釧路ロータリークラブ 88代会長に任命されま
した。
その日から、なんの自覚もない「会長エレクト」と呼
ばれ、特に佐藤幹事からはよく電話があり、「エレクト」
「エレクト」と連呼され自覚が生まれてきました。そ
して、人事に難航しましたが吉田副会長の助けを得て、
東堂幹事にも承諾していただき三役も無事決まり、次
年度のスタートが切れました。
昨年 10月に紋別で地区補助金セミナーが開催されま
した。このセミナーに参加しないと補助金を受けるこ
とができないので、吉田副会長と参加しましたが、ガ
バナー事務所の手違いで参加者リストに名前がなく繰
り返して説明し、やっとの思いで、名札表記もない状
態でセミナーに出ました。そこでグローバル補助金の
セミナーをしていた荒井会長エレクトの素晴らしさに
は感銘いたしました。
年が明けて次年度理事会が始まり、緊張感が段々高ま
り、その中でやらなければならないことが続いて、あっ
という間にクラブアッセンブリーを迎えることになり
ました。その間、東堂幹事には慣れないことばかりで
大変お世話になりました。アッセンブリーでは会員の
方々に貴重な質問、指導をいただきました。ありがた
く受け止めてこれからのクラブ運営に役立ててまいり
ます。
今年度から始まった『３年計画の具体的目標』では、
パストガバナー、パスト会長から貴重なご意見をいた
だき、カバーしていただきました。この場をお借りし
てお礼申し上げます。ありがとうございました。
最後になりますが、釧路ロータリークラブの名を汚さ
ぬよう、会員の方々のお力添えを得てクラブ運営に邁
進してまいりますので、一年間やり遂げて行きますの
で、何卒よろしくお願い申し上げます。以上をもって
ご挨拶に代えます。

クラブ運営委員会　濱口　憲太委員長
　皆さま、こんにち
は。クラブ運営委員
会委員長を仰せつか
りました濱口と申し
ます。改めましてよ
ろしくお願い申し上
げます。

　私は入会４年目ですけれども、１年目が親睦委員会

で、２年目が副幹事、そして去年は親睦委員会で、座
席は全て指定席でスタートしていたので今日はどこに
座ったらいいのだろうと、かなり座りが悪い形であり
ました。当たり前のように少し早く来ていて、石井委
員長が青いタスキをかけているのを見て、私もかけて
しまいそうになり寂しさを感じた次第です。
　大変な理事という役職をいただきまして身の引き締
まる思いでおります。この役職をいただいた髙橋会長
にお礼申し上げ、期待に応えられるかどうか分かりま
せんけど、私なりに一生懸命に頑張りたいと思います。 
　この理事の話をいただいたエピソードを簡単に話し
ます。私は頸椎症になり、ちょうど１年前に手術を行
いました。その手術をする前、手術をしていいのだろ
うかと悩んでいた時に、電話が鳴りました。見たら髙
橋会長からでした。電話に出ましたら「大丈夫か、手
術で悩んでいると思うけど、俺、いい薬とかあるから
相談に乗るからな」と複数回電話をただきまして、勇
気をいただきました。その後、手術が終わってから例
会前に呼ばれて「大委員長をやってくれないか」と言っ
ていただきました。ホントに嬉しかったですし、その
思いに応えて一年間しっかりやって行きたいと思いま
す。
　理事なのですが、私、２年目に副幹事をやらせてい
ただきました時には、クラブ運営委員長をやった佐藤
貴之君が大委員長として親睦であったり、プログラム
であったり、出席であったり、ものすごく積極的にい
ろいろな意見を受け付けるのを見て、すごいなと思い
ました。同時に、自分の委員会に関わらないクラブの
ことに対しても、しっかり建設的な意見を出している
姿を見て、理事というのはこういう姿でなければだめ
だと思いました。私は入会４年目で本当にできるかな
と考えています。自分のところをしっかりやるのはも
ちろんですが、これからもっとロータリークラブのこ
とを勉強して、理事としての責任をしっかり果たして
まいりたいと思っております。
そして、委員会は３つあります。まずは親睦委員会、
石井委員長、田坂副委員長、小野寺副委員長に担って
いただきます。石井委員長は素晴らしい独特の盛り上
げ方で横田委員長にしっかり育てられています。田坂
副委員長には昨年一年間、準備段階から親睦に 100
パーセント出席いただいて、とても力になっていただ
けると思います。小野寺副委員長には、私も見させて
いただいておりますけど、今年の親睦委員会が起爆剤
になっていただけるのだろうと思って期待しておりま
す。親睦委員会が楽しくなければクラブを楽しくでき
ないと考えておりますので、ぜひ私も一緒になって盛
り上げていきますのでよろしくお願いいたします。
プログラム委員会です。瀧波委員長、よろしくお願い
いたします。そして脇副委員長、吉岡副委員長です。
瀧波委員長はご存じのとおり、皆さんがワクワクする

発想で、もちろん歴史と伝統を踏まえた釧路ロータ
リークラブのプログラムにしっかり抑えていきながら
も瀧波委員長のワクワクする例会プログラムを作りな
がら、新たな時代に向けた学びの多いプログラムにし
てまいりたいと思っております。
出席委員会です。沢田委員長、藤井副委員長、よろし
くお願いいたします。出席は私たちの委員会が楽しく
なければ出席率は上がってきません。
この３委員会が一丸となって頑張って行きますので、
一年間よろしくお願いします。
長くなりましたけど、東堂幹事には「８分、話しなさ
い」と言われていましたが、この辺で終わらせていた
だきます。市橋副委員長と共に一生懸命に頑張ります。
皆さん、よろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　曽我部元親委員長
　皆さん、こんにち
は。この度、クラブ
広報・会員組織委員
委員長を仰せつかり
ました曽我部と申し
ます。入会４年目と
なります。いま、濱

口君が大委員長になった経緯を話しましたので、僕も
そこに触れたいと思います。
　入会して４年目になりますが、髙橋さんが次年度会
長になるとなった時にホッとしたのは、髙橋さんとは
何ひとつ接点がないと思っていたのです。まさか僕に
理事のお願いはないだろうと安心していたのですが、
ある接点ができたのです。その話をさせていただきま
す。
　阿寒町では、30代 40代の若手が主催するゴルフ
コンペが年に１回開催されています。僕とか小野寺君
は 50代で先輩格として参加しているのですが、昨年
そのコンペがあった時に、僕の組に「釧路からのゲス
トが入ります。若手なのですけれど面倒を見てほしい」
と言われてゴルフをしました。名前は髙橋君です。仕
事を聞くと「仕事はクリーニング屋です」と。「お父
さんはロータリーですか」と聞くと「そうです」と。
髙橋さんの息子さんだとなって、息子さんは明るい青
年だったので和気あいあいとゴルフを終えました。小
野寺君に「僕の組にいた髙橋君は髙橋さんの息子さん
だったよ」と話したら、小野寺君が「もしかしたら次
年度の話が来るかも」と言うので「まさかよ～」と笑っ
ていたのです。すると翌日、髙橋さんから電話が来ま
した。「昨日はお世話になったな」と。「いいえ、こち
らこそ。素晴らしい息子さんですね」と言っていたら、
「ところで、大委員長を受けてくれないか」と、たっ
たそれだけのきっかけでお話をいただきました。一度
はお断りをしたのですが、「なんとか頼む」と言うこ

とでしたから「私で良ければ」と承諾した次第です。
　僕は杉村年度で入ったのですが、滝越、後藤年度で
は職業奉仕、青少年奉仕と委員長を仰せつかっていま
したから、この委員会は全くの未知の世界なのです。
副委員長には中島さんをお願いしましたので、中島さ
んと相談しながら盛り上げていきたいと思っておりま
す。
　クラブ研修委員会には杉村委員長、会員増強･選考･
職業分類委員会には得地委員長をお願いしておりま
す。ベテランで実力のある方なので私の力は必要ない
かなと思っておりますが、よろしくお願いいたします。
クラブ会報・雑誌委員会は堀さんに委員長をお願いし
ました。堀さんは昨年の秋に入会されておりますので、
まだ１年未満ということもありますので副委員長は関
向さんと米本さんと、実力のある方に副委員長を務め
ていただきます。ただ先日、堀さんからの電話で「田
村さんと多田さんは、うちの委員会だよね。相次いで
転勤で退会となりました。いくら優秀な人材がそろっ
ていても、人数が少ないと大変になると考えられる」
と。もちろん私と中島副委員長で頑張りますけど、そ
れで足りなければ会員の皆さんにお願いする場合もあ
るかと思います。どうかよろしくお願いいたします。
　未熟な大委員長ですが、皆さまのお力を借りて一年
間しっかり頑張りたいと思いますので、ご支援の程よ
ろしくお願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　八幡　好洋委員長
　奉仕プロジェクト
委員会を担当させて
いただきます八幡と
申します。よろしく
お願いいたします。
　私も会員歴が浅
く、この奉仕プロ
ジェクト委員会の話をいただいたときに、僕などに担
いをやり切れるのか不安があったのですが、お声掛け
は光栄なことと感じてお受けさせていただきました。
僕は入会歴が浅いながらロータリークラブは奉仕団体
と聞いていますので、その中の担当する奉仕プレジェ
クト委員会というのは責任重大だと僕なりに感じてい
ます。委員長をお受けした後に、次年度理事会の中で
私が、経歴が浅く年も若いものですから、三役の皆さ
んにぜひ配慮していただきたくお願いしたところ、強
力なメンバーを配置していただけましたので感謝して
おります。
　その中で、ひとつだけお願いしたのは副委員長に佐
藤さんの配置です。昨年度の幹事を終えたばかりで、
年度が終わってもまだ幹事の仕事が続くと聞いてはい
たのですが、詳しい佐藤さんに引き受けていただいた
のは心強く思っていますのでよろしくお願いいたしま

す。
　社会奉仕委員会は、委員長に中村君、副委員長は西
池君。職業奉仕委員会は委員長に田中君、副委員長は
及川君。国際奉仕委員会は委員長に村上君、副委員長
は工藤君。青少年奉仕委員会は委員長に横田君、副委
員長に岩田君と邵君。という経験豊富な強力なメン
バーで配置をいただいておりますので、僕自身は経験
不足で足りないところを委員会の皆さんで支えていた
だきながら、委員会全体で協力して進めて行きたいと
考えております。
　今年の会長方針に「奉仕活動に参加をしてロータ
リーを楽しもう」がありますので、奉仕プロジェクト
委員会が奉仕活動を担当するということではなくて、
ロータリークラブは奉仕団体ですので、ロータリーク
ラブの皆さん全員で様々な奉仕活動に参加ができるよ
うに、参加がしやすいような活動ができるように考え
ておりますので、皆さまのご協力をいただいて奉仕活
動を進めて行きたいと考えております。
　委員会の最初に担当する事業としては、野球大会が
あります。横田委員長には予定者段階から進めていた
だいておりまして、ほぼ内容が確定しますので改めて
皆さまにご案内をさせていただきますので、皆さまに
ご協力いただき進めてまいります。
　繰り返しになりますが、分からないままですが、ひ
とつひとつを着実に進めて行けたらと考えております
ので、足りないところ、もれていることがありました
らご指摘をいただきながら活動を進めたいと思います
ので、一年間お世話になると思いますのでよろしくお
願いいたします。

ロータリー財団・奨学推進委員会
　　　　　　　　　　　　　　西村　智久　委員長

　ロータリー財団・
奨学推進委員会の西
村です。久しぶりの
理事でして緊張はし
ておりません。
　残り５分、副会長
まで回したいので手

短に紹介して終わろうと思います。
　ロータリー財団寄付推進委員会には松井委員長、米
山記念奨学会委員会には濱谷委員長、嵯峨記念育英会
委員会には吉田委員長と、それぞれ大ベテランを揃え
ております。皆さまにはなじみのない３委員会ですが、
それぞれの委員会活動で今までとはひと工夫して、少
しのアイデアを入れて、マジックではないですけれど
も楽しい委員会にできればと考えておりますので、一
年間よろしくお願いいたします。

東堂　光春　幹事
　こんにちは。幹事
を受けて本格的にや
りだしたのが１月に
なって、そこから佐
藤前幹事とは長文の
ラインのやり取りを
毎日のようにさせて

いただきました。何も分からないことから始めて、な
んとか後藤直前会長、樋口前副会長にもいろいろなこ
とをお聞きしてゼロから始めて、ようやくスタートを
迎えたのですが、スタートを迎えた感じもなくこのま
ま行くのかなという気もしながら、プレッシャーと闘
いながら一年間やって行きますので、皆さま、なんと
か可愛がっていただきたいと思いますのでよろしくお
願いいたします。以上です。

藤原　工　副幹事　
　今年度、副幹事を
務めます藤原です。
よろしくお願いいた
します。
　同じく副幹事の川
島さんが今日は出張
で欠席になりました
ので、私から一言ご挨拶させていただきます。
　私が副幹事を受けることになりましたのは、昨年の
９月か 10月に一度も話したことのない副会長と幹事
が例会の時にニコニコと近づいて来られて「飲みに行
かないか」と。何かなと思ったら「副幹事をやらない
か」と。中標津ロータリーの時に青山会長から「幹事
を」と言われた時には「答えは、イエスかハイのどち

らかだ」と言われましたので、今回も「イエスでもハ
イでも、どちらでも申し上げます」と言いました。
川島さんからは聞いていないのですが、一年間、精一
杯頑張りたいと思いますのでよろしくお願いいたしま
す。

吉田　英一副会長
まさか、僕まで回っ
て来るとは思わな
かったので、話すこ
とは考えていません
でした。拙い司会で
申し訳ないと思って
おります。

経営の神様・松下幸之助が「いいか、仕事というもの
は最善でないとだめだ。最善の仕事をしていないとい
けないよ」と言っていました。「最善だけではだめだね。
最善のそのまた上に最善だね」と言っていました。
京セラの稲盛和夫は「いいか、ターゲットが仕事をし
なかったらダメだ」と言っていました。
ぜひ、最善のまた最善のターゲットを目指して運営、
また司会を頑張って行ければと思っています。皆さま、
温かい目でご支援をよろしくお願いいたします。あり
がとうございました。



 

開会に先立ちまし
て『ハンマー伝達
式』を執り行いま
す。髙橋会長、後
藤直前会長、舟木
ＳＡＡは、ご登壇
ください。

ハンマーの伝達は、後藤直前会長より舟木ＳＡＡへ、
舟木ＳＡＡより髙橋会長へお渡しいただきます。事務
局の大山さん、後藤直前会長にハンマーをお渡しくだ
さい。それでは、ハンマーの伝達をお願いいたします。
ただいま、髙橋会長がハンマーをしっかりと受け取り
ました。髙橋会長、温かい激励の拍手を再度お受けく
ださい。ありがとうございました。後藤直前会長、舟
木ＳＡＡは、ご降壇ください。
それでは、歴代会長の思いが詰まった歴史と伝統のあ
るハンマーを引き継ぎました髙橋会長より一言、ご挨
拶をお願いいたします。

ご挨拶　髙橋　直人会長
　歴代会長の思い
が詰まったハン
マーをただ今いた
だきました。身の
引き締まる思いで
あります。会員の
皆さまのお力添え

をいただき一年間、頑張ってまいります。何卒よろし

くお願いいたします。

　　　　　　　　　　髙橋　直人会長
お食事中の方は続け
て食事してくださ
い。第１回目の例会
のご挨拶をさせてい
ただきます。
今日は、親クラブで
ある札幌ロータリー

クラブから転勤で釧路にお越しになられた篠原新入会
員をご紹介して大変縁起のいい日でございます。これ
からの一年、誠心誠意、88代会長の名に恥じないよ
うに進めてまいりますので、会員の皆さまのお力添え
をいただきますようによろしくお願い申し上げます。
今年度は今までとは変わり今週の金曜日から、白糠
ロータリークラブ様から会長・幹事表敬訪問が始まり
ます。今年から釧路西ロータリークラブ様が受け入れ
なしの対応で少し寂しい気がしますが、表敬訪問は歴
史と伝統のある釧路ロータリークラブの名を汚さぬよ
うに努めてまいります。
来週の例会で佐々木ガバナー補佐と各クラブの会長・
幹事の皆さまが当クラブに表敬訪問でいらっしゃいま
す。会員の方々もこの機会を逃すと各クラブの会長・
幹事にお会いすることはなかなかできないと思います
ので、来週の例会にはぜひ出席していただきますよう
にお願い申し上げます。
さて、７月４日は「アメリカの独立記念日」です。他

に果物の「ナシの日」です。前年にはいろいろとミス
を重ねてまいりましたが、今日をもって生まれ変わり、
前年度までのミスを「なし」にはできませんが、副会
長と幹事の力をお借りしてロータリー活動に邁進して
まいります。
本日のプログラムは『三役・四大委員長挨拶』ですの
で、このあとご挨拶しますので、本日の会長挨拶はこ
れでおしまいにいたします。
今日も一日、楽しい例会にしましょう。よろしくお願
いいたします。

幹事報告　東堂　光春幹事
　皆さま、幹事の東堂と申します。一年間、お世話に
なりますがよろしくお願いいたします。
　７月のロータリーレートは 161 円となり、先月よ
りも４円上がっております。その上に会費納入のお願
いです。先ほど事務局の大山様より渡していただいて
おりますが、地区やＲＩへの諸費の納入もありますの
でお早目の振込を、または次回の例会時にご持参いた
だきますようによろしくお願いいたします。
　活動計画書と会員名簿ができましたのでパーソナル
ボックスに入っておりますのでお持ちいただければと
思います。

新入会員紹介
スポンサー　桑嶌　洋平　君

 こんにちは。篠原
信雄さんをご紹介し
ます。篠原さんは、
今年４月から釧路労
災病院の院
長を務めていらっ
しゃいます。前職は

北大病院の泌尿器科の教授でいらっしゃいます。札幌
では札幌ロータリークラブに所属されておりました。
　釧路ロータリークラブではお医者さんの方が多く会
員になっていますが、久島先生の後輩にあたるそうで
す。篠原さんの出身地は、大学は北大ですが徳島県の
阿南市です。四国では最東端の場所で、日亜化学の本
社がある街です。その後は、横浜に出られて北大の医
学部にご入学されました。
　道内では苫小牧市立病院、市立稚内病院など地域医
療の現場を支えられて、その後アメリカのミシガン大
学に留学されました。そして北大に戻られて助手を経
て、教授をなされて北海道全体の医療を支えてこられ
ました。北大時代の同級生で元小児科医の奥様と現在、
釧路市内にお住まいになっております。
　院長という大変な重責でお忙しい毎日でして、お会
いした先日お話をしたのですが、スーパー銭湯巡りが
お好きだということで、どこかでお会いできることも

あるかなと。日中にお会いするのは難しいでしょうが
銭湯にいけば裸のお付き合いができるかもしれませ
ん。
　篠原さんには北海道の医療現場を長く見て来られた
ご経験と視点を釧路ロータリークラブの方にご披露い
ただき、会員との交流が一層進んでいただければと
思っております。様々なお話をこれからお伺いできる
ことを一会員として楽しみにしております。
皆さま、どうぞよろしくお願いいたします。

親友会員挨拶　篠原　信雄様
皆さん、こんにちは。
篠原信雄と申しま
す。現在、釧路労災
病院の院長として仕
事をしております。
歴史と伝統と格式の
ある釧路ロータリー
クラブに入会を認めていただきまして誠にありがとう
ございました。
　これもひとえに、川島様と久島先生の推薦があった
から、私が皆さんのメンバーの１人に入れましたので
お二人には感謝もありますし、これから皆さんと広く
付き合って行ければいいかなと考えております。
　なぜ医師がクラブをやろうと思ったかですけれど
も、「忙しいから何となくロータリークラブに入るの
はどうなのかな」という人がいますが、僕は全然そう
は考えていません。この１時間という時間があります
が、ここでいろいろな業種の人と知り合いになれるの
です。医師は本当に世界が狭いのでこれが一番の問題
です。皆さんの心というのは分からないし、会社経営
の大変さ、あるいは日常での日々の苦労を私は知らな
いのです。それで医療者としてこのロータリークラブ
の中に入って、一員として活躍する必要があるのでは
ないかと、札幌ロータリークラブの時の先輩から学び
ました。
　これから、何年になるか分かりませんけれど、僕は
この釧路の街はホントに大好きです。霧があっても全
然問題ないです。晴れた日の青空の美しさは多分、日
本で一番きれいだと思っていますので、これから皆さ
んと末永く付き合って行ければいいなと思いますの
で、よろしくお願いします。一言、ご挨拶させていた
だきます。よろしくお願いします。

新入会員へ歓迎挨拶　　髙橋　直人会長
　新入会員の篠原さん、入会おめでとうございます。
篠原さんは、当クラブの親クラブである札幌ロータ
リークラブから転勤により当クラブに本日、入会され
ました。私よりはるかな先輩であり、歓迎の挨拶をす
るのは大変恐縮でありますが、慣例により一言ご挨拶

申し上げます。
　当クラブは、仲が良く、先輩後輩の壁もなく、気安
く話ができる素晴らしいクラブです。委員会活動も活
発ですので、委員会にはぜひ参加していただき、たく
さんの方と交流していただくようにお願い申し上げま
す。
　ご存知かと思いますが、ロータリークラブは出席が
義務と言われておりますが、出席は義務ではなくて権
利だと思い、これからの時間、ロータリーに出席して
下さいますようにお願い申し上げます。
　篠原会員の委員会は親睦活動委員会に配属とします
ので、石井委員長、よろしくお願いいたします。
　以上、歓迎の挨拶とします。ありがとうございまし
た。

乾杯のご挨拶　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんにちは。せっかくの晴れの日にこのよ
うな格好です。これは、家でドアを開けて出る時にド
アを開けると同時に出てしまったので、思いっ切りぶ
つけてしまいましたので、このようになりましたので
お許しください。
　早いもので、後藤年度が終わりましたが去年は本当
に活躍してもらいまして、クラブも新しく成長できた
と思います。今回、髙橋年度が始まります。三役、役
員の皆さまにはクラブのために頑張っていただいてい
ると思います。そのプレッシャーを受けるのは大変だ
と思いますけど、お忙しい中をいろいろやっていただ
いています。また、私たち会員もみんなでクラブに協
力をして一致団結して行ければと思います。
　それでは、髙橋丸が無事に出港できますように乾杯
をしたいと思います。
　（乾杯）
　ありがとうございました。

髙橋　直人会長
　私、思い起こせば、
昨年５月のＩＭ開催
の３日前に、ある先
輩から電話をいただ
き、「クリーニング
があるから来てくれ
ないか」と呼ばれま
した。その時点では、こんなことになるとは思ってお
りませんでしたが、そこで、今の状況を話された後に
「お前が助けてやらないとダメだ。助けてやれ」と言
われました。
　心底、全く自信がなかったのでやりきるには、「家

に帰って家族に聞いてから返事します」とお答えして
家に帰りました。妻に相談したところ、「素晴らしい
推薦があるのだから受けなさい。家族みんなで協力す
るから安心して頑張れ」という言葉で勇気をもらい、
受けることにしました。
　異例ではありましたが、滝越会長の最終例会、臨時
総会で指名され、会長ノミニーが 1日で歴史と伝統
のある釧路ロータリークラブ 88代会長に任命されま
した。
その日から、なんの自覚もない「会長エレクト」と呼
ばれ、特に佐藤幹事からはよく電話があり、「エレクト」
「エレクト」と連呼され自覚が生まれてきました。そ
して、人事に難航しましたが吉田副会長の助けを得て、
東堂幹事にも承諾していただき三役も無事決まり、次
年度のスタートが切れました。
昨年 10月に紋別で地区補助金セミナーが開催されま
した。このセミナーに参加しないと補助金を受けるこ
とができないので、吉田副会長と参加しましたが、ガ
バナー事務所の手違いで参加者リストに名前がなく繰
り返して説明し、やっとの思いで、名札表記もない状
態でセミナーに出ました。そこでグローバル補助金の
セミナーをしていた荒井会長エレクトの素晴らしさに
は感銘いたしました。
年が明けて次年度理事会が始まり、緊張感が段々高ま
り、その中でやらなければならないことが続いて、あっ
という間にクラブアッセンブリーを迎えることになり
ました。その間、東堂幹事には慣れないことばかりで
大変お世話になりました。アッセンブリーでは会員の
方々に貴重な質問、指導をいただきました。ありがた
く受け止めてこれからのクラブ運営に役立ててまいり
ます。
今年度から始まった『３年計画の具体的目標』では、
パストガバナー、パスト会長から貴重なご意見をいた
だき、カバーしていただきました。この場をお借りし
てお礼申し上げます。ありがとうございました。
最後になりますが、釧路ロータリークラブの名を汚さ
ぬよう、会員の方々のお力添えを得てクラブ運営に邁
進してまいりますので、一年間やり遂げて行きますの
で、何卒よろしくお願い申し上げます。以上をもって
ご挨拶に代えます。

クラブ運営委員会　濱口　憲太委員長
　皆さま、こんにち
は。クラブ運営委員
会委員長を仰せつか
りました濱口と申し
ます。改めましてよ
ろしくお願い申し上
げます。

　私は入会４年目ですけれども、１年目が親睦委員会

で、２年目が副幹事、そして去年は親睦委員会で、座
席は全て指定席でスタートしていたので今日はどこに
座ったらいいのだろうと、かなり座りが悪い形であり
ました。当たり前のように少し早く来ていて、石井委
員長が青いタスキをかけているのを見て、私もかけて
しまいそうになり寂しさを感じた次第です。
　大変な理事という役職をいただきまして身の引き締
まる思いでおります。この役職をいただいた髙橋会長
にお礼申し上げ、期待に応えられるかどうか分かりま
せんけど、私なりに一生懸命に頑張りたいと思います。 
　この理事の話をいただいたエピソードを簡単に話し
ます。私は頸椎症になり、ちょうど１年前に手術を行
いました。その手術をする前、手術をしていいのだろ
うかと悩んでいた時に、電話が鳴りました。見たら髙
橋会長からでした。電話に出ましたら「大丈夫か、手
術で悩んでいると思うけど、俺、いい薬とかあるから
相談に乗るからな」と複数回電話をただきまして、勇
気をいただきました。その後、手術が終わってから例
会前に呼ばれて「大委員長をやってくれないか」と言っ
ていただきました。ホントに嬉しかったですし、その
思いに応えて一年間しっかりやって行きたいと思いま
す。
　理事なのですが、私、２年目に副幹事をやらせてい
ただきました時には、クラブ運営委員長をやった佐藤
貴之君が大委員長として親睦であったり、プログラム
であったり、出席であったり、ものすごく積極的にい
ろいろな意見を受け付けるのを見て、すごいなと思い
ました。同時に、自分の委員会に関わらないクラブの
ことに対しても、しっかり建設的な意見を出している
姿を見て、理事というのはこういう姿でなければだめ
だと思いました。私は入会４年目で本当にできるかな
と考えています。自分のところをしっかりやるのはも
ちろんですが、これからもっとロータリークラブのこ
とを勉強して、理事としての責任をしっかり果たして
まいりたいと思っております。
そして、委員会は３つあります。まずは親睦委員会、
石井委員長、田坂副委員長、小野寺副委員長に担って
いただきます。石井委員長は素晴らしい独特の盛り上
げ方で横田委員長にしっかり育てられています。田坂
副委員長には昨年一年間、準備段階から親睦に 100
パーセント出席いただいて、とても力になっていただ
けると思います。小野寺副委員長には、私も見させて
いただいておりますけど、今年の親睦委員会が起爆剤
になっていただけるのだろうと思って期待しておりま
す。親睦委員会が楽しくなければクラブを楽しくでき
ないと考えておりますので、ぜひ私も一緒になって盛
り上げていきますのでよろしくお願いいたします。
プログラム委員会です。瀧波委員長、よろしくお願い
いたします。そして脇副委員長、吉岡副委員長です。
瀧波委員長はご存じのとおり、皆さんがワクワクする

発想で、もちろん歴史と伝統を踏まえた釧路ロータ
リークラブのプログラムにしっかり抑えていきながら
も瀧波委員長のワクワクする例会プログラムを作りな
がら、新たな時代に向けた学びの多いプログラムにし
てまいりたいと思っております。
出席委員会です。沢田委員長、藤井副委員長、よろし
くお願いいたします。出席は私たちの委員会が楽しく
なければ出席率は上がってきません。
この３委員会が一丸となって頑張って行きますので、
一年間よろしくお願いします。
長くなりましたけど、東堂幹事には「８分、話しなさ
い」と言われていましたが、この辺で終わらせていた
だきます。市橋副委員長と共に一生懸命に頑張ります。
皆さん、よろしくお願いいたします。

クラブ広報・会員組織委員会　曽我部元親委員長
　皆さん、こんにち
は。この度、クラブ
広報・会員組織委員
委員長を仰せつかり
ました曽我部と申し
ます。入会４年目と
なります。いま、濱

口君が大委員長になった経緯を話しましたので、僕も
そこに触れたいと思います。
　入会して４年目になりますが、髙橋さんが次年度会
長になるとなった時にホッとしたのは、髙橋さんとは
何ひとつ接点がないと思っていたのです。まさか僕に
理事のお願いはないだろうと安心していたのですが、
ある接点ができたのです。その話をさせていただきま
す。
　阿寒町では、30代 40代の若手が主催するゴルフ
コンペが年に１回開催されています。僕とか小野寺君
は 50代で先輩格として参加しているのですが、昨年
そのコンペがあった時に、僕の組に「釧路からのゲス
トが入ります。若手なのですけれど面倒を見てほしい」
と言われてゴルフをしました。名前は髙橋君です。仕
事を聞くと「仕事はクリーニング屋です」と。「お父
さんはロータリーですか」と聞くと「そうです」と。
髙橋さんの息子さんだとなって、息子さんは明るい青
年だったので和気あいあいとゴルフを終えました。小
野寺君に「僕の組にいた髙橋君は髙橋さんの息子さん
だったよ」と話したら、小野寺君が「もしかしたら次
年度の話が来るかも」と言うので「まさかよ～」と笑っ
ていたのです。すると翌日、髙橋さんから電話が来ま
した。「昨日はお世話になったな」と。「いいえ、こち
らこそ。素晴らしい息子さんですね」と言っていたら、
「ところで、大委員長を受けてくれないか」と、たっ
たそれだけのきっかけでお話をいただきました。一度
はお断りをしたのですが、「なんとか頼む」と言うこ

とでしたから「私で良ければ」と承諾した次第です。
　僕は杉村年度で入ったのですが、滝越、後藤年度で
は職業奉仕、青少年奉仕と委員長を仰せつかっていま
したから、この委員会は全くの未知の世界なのです。
副委員長には中島さんをお願いしましたので、中島さ
んと相談しながら盛り上げていきたいと思っておりま
す。
　クラブ研修委員会には杉村委員長、会員増強･選考･
職業分類委員会には得地委員長をお願いしておりま
す。ベテランで実力のある方なので私の力は必要ない
かなと思っておりますが、よろしくお願いいたします。
クラブ会報・雑誌委員会は堀さんに委員長をお願いし
ました。堀さんは昨年の秋に入会されておりますので、
まだ１年未満ということもありますので副委員長は関
向さんと米本さんと、実力のある方に副委員長を務め
ていただきます。ただ先日、堀さんからの電話で「田
村さんと多田さんは、うちの委員会だよね。相次いで
転勤で退会となりました。いくら優秀な人材がそろっ
ていても、人数が少ないと大変になると考えられる」
と。もちろん私と中島副委員長で頑張りますけど、そ
れで足りなければ会員の皆さんにお願いする場合もあ
るかと思います。どうかよろしくお願いいたします。
　未熟な大委員長ですが、皆さまのお力を借りて一年
間しっかり頑張りたいと思いますので、ご支援の程よ
ろしくお願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　八幡　好洋委員長
　奉仕プロジェクト
委員会を担当させて
いただきます八幡と
申します。よろしく
お願いいたします。
　私も会員歴が浅
く、この奉仕プロ
ジェクト委員会の話をいただいたときに、僕などに担
いをやり切れるのか不安があったのですが、お声掛け
は光栄なことと感じてお受けさせていただきました。
僕は入会歴が浅いながらロータリークラブは奉仕団体
と聞いていますので、その中の担当する奉仕プレジェ
クト委員会というのは責任重大だと僕なりに感じてい
ます。委員長をお受けした後に、次年度理事会の中で
私が、経歴が浅く年も若いものですから、三役の皆さ
んにぜひ配慮していただきたくお願いしたところ、強
力なメンバーを配置していただけましたので感謝して
おります。
　その中で、ひとつだけお願いしたのは副委員長に佐
藤さんの配置です。昨年度の幹事を終えたばかりで、
年度が終わってもまだ幹事の仕事が続くと聞いてはい
たのですが、詳しい佐藤さんに引き受けていただいた
のは心強く思っていますのでよろしくお願いいたしま

す。
　社会奉仕委員会は、委員長に中村君、副委員長は西
池君。職業奉仕委員会は委員長に田中君、副委員長は
及川君。国際奉仕委員会は委員長に村上君、副委員長
は工藤君。青少年奉仕委員会は委員長に横田君、副委
員長に岩田君と邵君。という経験豊富な強力なメン
バーで配置をいただいておりますので、僕自身は経験
不足で足りないところを委員会の皆さんで支えていた
だきながら、委員会全体で協力して進めて行きたいと
考えております。
　今年の会長方針に「奉仕活動に参加をしてロータ
リーを楽しもう」がありますので、奉仕プロジェクト
委員会が奉仕活動を担当するということではなくて、
ロータリークラブは奉仕団体ですので、ロータリーク
ラブの皆さん全員で様々な奉仕活動に参加ができるよ
うに、参加がしやすいような活動ができるように考え
ておりますので、皆さまのご協力をいただいて奉仕活
動を進めて行きたいと考えております。
　委員会の最初に担当する事業としては、野球大会が
あります。横田委員長には予定者段階から進めていた
だいておりまして、ほぼ内容が確定しますので改めて
皆さまにご案内をさせていただきますので、皆さまに
ご協力いただき進めてまいります。
　繰り返しになりますが、分からないままですが、ひ
とつひとつを着実に進めて行けたらと考えております
ので、足りないところ、もれていることがありました
らご指摘をいただきながら活動を進めたいと思います
ので、一年間お世話になると思いますのでよろしくお
願いいたします。

ロータリー財団・奨学推進委員会
　　　　　　　　　　　　　　西村　智久　委員長

　ロータリー財団・
奨学推進委員会の西
村です。久しぶりの
理事でして緊張はし
ておりません。
　残り５分、副会長
まで回したいので手

短に紹介して終わろうと思います。
　ロータリー財団寄付推進委員会には松井委員長、米
山記念奨学会委員会には濱谷委員長、嵯峨記念育英会
委員会には吉田委員長と、それぞれ大ベテランを揃え
ております。皆さまにはなじみのない３委員会ですが、
それぞれの委員会活動で今までとはひと工夫して、少
しのアイデアを入れて、マジックではないですけれど
も楽しい委員会にできればと考えておりますので、一
年間よろしくお願いいたします。

東堂　光春　幹事
　こんにちは。幹事
を受けて本格的にや
りだしたのが１月に
なって、そこから佐
藤前幹事とは長文の
ラインのやり取りを
毎日のようにさせて

いただきました。何も分からないことから始めて、な
んとか後藤直前会長、樋口前副会長にもいろいろなこ
とをお聞きしてゼロから始めて、ようやくスタートを
迎えたのですが、スタートを迎えた感じもなくこのま
ま行くのかなという気もしながら、プレッシャーと闘
いながら一年間やって行きますので、皆さま、なんと
か可愛がっていただきたいと思いますのでよろしくお
願いいたします。以上です。

藤原　工　副幹事　
　今年度、副幹事を
務めます藤原です。
よろしくお願いいた
します。
　同じく副幹事の川
島さんが今日は出張
で欠席になりました
ので、私から一言ご挨拶させていただきます。
　私が副幹事を受けることになりましたのは、昨年の
９月か 10月に一度も話したことのない副会長と幹事
が例会の時にニコニコと近づいて来られて「飲みに行
かないか」と。何かなと思ったら「副幹事をやらない
か」と。中標津ロータリーの時に青山会長から「幹事
を」と言われた時には「答えは、イエスかハイのどち

らかだ」と言われましたので、今回も「イエスでもハ
イでも、どちらでも申し上げます」と言いました。
川島さんからは聞いていないのですが、一年間、精一
杯頑張りたいと思いますのでよろしくお願いいたしま
す。

吉田　英一副会長
まさか、僕まで回っ
て来るとは思わな
かったので、話すこ
とは考えていません
でした。拙い司会で
申し訳ないと思って
おります。

経営の神様・松下幸之助が「いいか、仕事というもの
は最善でないとだめだ。最善の仕事をしていないとい
けないよ」と言っていました。「最善だけではだめだね。
最善のそのまた上に最善だね」と言っていました。
京セラの稲盛和夫は「いいか、ターゲットが仕事をし
なかったらダメだ」と言っていました。
ぜひ、最善のまた最善のターゲットを目指して運営、
また司会を頑張って行ければと思っています。皆さま、
温かい目でご支援をよろしくお願いいたします。あり
がとうございました。

本日のニコニコ献金

■髙橋　直人君　一年間会長の名を汚さぬ様に努めますので宜しくお願いいたします。
■吉田　英一君　一年間宜しくお願いいたします。
■東堂　光春君　いよいよ始まりました。一年間宜しくお願いいたします。
■舟木　　博君　新年度　髙橋会長以下皆様とともに頑張ります。
■荒井　　剛君　一年間宜しくお願いいたします。
■濱口　憲太君　一年間どうぞ宜しくお願いいたします。
■曽我部元親君　初めての理事です。宜しくお願いいたします。
■八幡　好洋君　本年度一年間大変お世話になります。　宜しくお願いいたします。
■西村　智久君　一年間宜しくお願いいたします。
■土橋　賢一君　　　　〃
■藤原　　工君　歴史と伝統ある釧路 RCで副幹事を務めさせていただくこと光栄です。
　　　　　　　　一年間髙橋会長をお支え出来るよう頑張ります。

今年度累計　　31,000 円


